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今号の紙面から

◇市民協働のまち
◇環境先進都市
◇子育て・保健福祉のまち
◇商業・文化芸術都市

市の将来都市像

２面　　　　平成２２年度（２０１０
年度）施政方針　町田の
未来づくりのスタート

１０年後の町田市のごみ減
量・資源化は…

４〜５面

９面
国際版画美術館　中里斉
展−モダニズム・ニュー
ヨーク→原風景・町田

６月20日に開園します
町田ダリア園

　

Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア
は
、
町
田

市
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
Ｊ
リ

ー
グ
入
会
を
目
指
す
サ
ッ
カ
ー
ク

ラ
ブ
で
す
。

　

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
や

希
望
を
与
え
、
地
域
活
性
化
に
協

働
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
、
地
域
に
根
差
し
て

活
動
す
る
F
C
町
田
ゼ
ル
ビ
ア
を

応
援
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
Ｊ
Ｆ
Ｌ
（
日
本
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
リ
ー
グ
）
に
参
戦
中
で
、

ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
は
主
に
市
立
陸
上

競
技
場
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
〝
野
津
田
〟
に
行
っ
て
み
ん
な

で
応
援
し
よ
う
外

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
辺辺
７
２
４
・

４
０
３
６

　

Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア
の
、
Ｊ
リ

ー
グ
昇
格
へ
向
け
た
挑
戦
を
応
援

す
る
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
す
。

　

日
本
サ
ッ
カ
ー
界
の
カ
ル
ロ
ス

・
ゴ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
海
野
一
幸

氏
（
㈱
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
山
梨
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
代
表
取
締
役
）
の

基
調
講
演
の
ほ
か
、
研
究
発
表
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
抽
選
会
の
４
部

構
成
で
す
。
抽
選
会
で
は
８
月
１

日
に
市
立
陸
上
競
技
場
で
開
催
す

る
「
ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取
」
戦
Ｓ
席

チ
ケ
ッ
ト
（　

組　

人
）
が
当
た

１０

２０

り
ま
す
。

　

夢
に
向
か
っ
て
日
 々
邁  
進 
す
る

ま
い 
し
ん

Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア
を
、
市
全
体

で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の
方

○
日
時　

６
月　

日
（
火
）
午
後

２９

６
時
～
８
時　

分
３０

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

ホ
ー
ル

○
定
員　

１
８
０
人
（
申
し
込
み

順
）

○
申
し
込
み　

事
前
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
電
話
で
、
催
し
名
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
明
示
し
、
町

田
商
工
会
議
所
（
返
７
２
９
・
２

７
４
７
、
辺辺
７
２
２
・
５
９
５
７
）

へ
。
同
会
議
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http//www.machida-cci.or.j

                           p  
）

か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

※
主
催
は
町
田
商
工
会
議
所
で

す
。

問
産
業
観
光
課
辺辺
７
２
４
・
２
１

２
９

　約５００種、４０００株のダリアが植栽されています。色とりど
りに咲く花の競演をお楽しみ下さい。
　開花状況については電話でお問い合わせ下さい。
○開園期間　６月２０日（日）～１１月３日（祝）
○開園時間　午前９時３０分～午後４時３０分
　　　　　　（入園は４時まで）
○入園料　大人３５０円、
　　　　　小・中学生１５０円
○交通　町田バスセンター４
番乗り場から山崎団地行きバ
スで「北一号」下車、徒歩８
分。または小田急線町田駅北
口ＰＯＰビル先２１番乗り場か
ら、本町田経由野津田車庫行
きまたは鶴川駅行きバスで
「今井谷戸」下車、徒歩１０分。

急な増水にご注意を 
　雨が降ってきそうだと思ったら、河川や水路、調整池内の公園には近づかないよう
にしましょう。その場所で降っていなくても、上流で急な雨が降り、急な増水がある
かもしれません。梅雨の時期や台風シーズンは、天気予報や気象情報に、特に注意し
ましょう。

道路の 側  溝 の木の葉などを取り除いて下さい 
そっ こう

　市でもパトロールや清掃を強化しますが、近くの道路側溝（端にある溝）の網状の
ふたに、ごみや木の葉などがあれば取り除いて下さい。雨水の流れがスムーズになり、
道路の冠水を防ぐことができます。

　降雨で道路の冠水や家屋の床上・床下浸水等の被害が発生したら、電話で
町田市防災安全課（辺辺７２４・２１０７）、町田警察署（辺辺７２２・０１１０）または町田消
防署（辺辺７２２・０１１９）へ。
　土のうに関するお問い合わせは、道路補修課（辺辺７９７・９７８１）または工務課
（７２０・１８２２）へ。
※降雨の情報は町田市ホームページの「気象情報」で、気象注意報・警報、
市内の雨量情報等が確認できます。
　市では防災情報（町田市防災行政無線で放送した内容）のメール配信サー
ビスを行っています。配信を希望する方は、町田市ホームページをご覧いた
だくか、防災安全課（辺辺７２４・２１０７）までお問い合わせ下さい。

よう壁などの点検を 
　長雨や集中豪雨により地盤がゆるみ、がけやよう壁などが崩れて被害をも
たらすことがあります。日ごろから家の周囲の安全を確かめ、危ない石積み
や土留めは補強し、雨水の排水をよくするなど、安全対策に心掛けましょう。
　すでに関係機関からよう壁の改善等の勧告を受けている方は、必ず補強、
改良などの工事を行って下さい。
　なお、よう壁などを築造するときは、事前の許可が必要となることがあり
ます。
　住宅金融支援機構では、がけ崩れ防止等に関して、勧告、改善命令を受けている方
を対象に、工事資金の融資を行っています。
　よう壁などに関するお問い合わせは、開発指導課（辺辺７０９・０５６９）へ。

　

今
年
３
月
に
相
模
原
市
で
開
催

さ
れ
た
、
ア
ジ
ア
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ

ッ
ク
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
選
手
権

の
ノ
ー
ビ
ス
（　

歳
以
下
）
男
子

１４

５
０
０
ｍ
で
見
事
３
位
に
入
賞
し

た
、
つ
く
し
野
中
学
校
３
年
生
の

岩
佐
暖
さ
ん
が
、
５
月　

日
１８

に
そ
の
報
告
の
た
め
市
役
所

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

岩
佐
さ
ん
は
幼
稚
園
の
時

か
ら
ス
ケ
ー
ト
を
始
め
、
２

０
０
８
年
・
２
０
０
９
年
に

は
、
全
日
本
ノ
ー
ビ
ス
中
学

生
の
部
で
年
間
総
合
１
位
を
獲
得

し
て
い
ま
す
。

　

懇
談
の
中
で
、
石
阪
市
長
の

「
４
年
後
の
五
輪
を
目
指
し
て
」

と
の
励
ま
し
に
、
岩
佐
さ
ん
は
笑

顔
で
応
え
て
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
熱
い
応
援
を！

皆
さ
ん
の
熱
い
応
援
を！

皆
さ
ん
の
熱
い
応
援
を！

Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア

Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア
夢
お
こ
し　

街
お
こ
し
!!

夢
お
こ
し　

街
お
こ
し
!!

夢
お
こ
し　

街
お
こ
し
!!

夢
お
こ
し　

街
お
こ
し
!!

夢
お
こ
し　

街
お
こ
し
!!

Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア

Ｊ
リ
ー
グ
へ
の
挑
戦

応
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

ア
ジ
ア
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
選
手
権
で
銅
メ
ダ
ル
の

岩
佐
さ
ん
が
市
長
を
表
敬
訪
問

ア
ジ
ア
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
選
手
権
で
銅
メ
ダ
ル
の

岩
佐
さ
ん
が
市
長
を
表
敬
訪
問

家
の
ま
わ
り
の
再
点
検
を

５
月　

日
に
市
立
陸
上
競
技
場
行
わ
れ
た
対
ア
ル
テ
高
崎
戦
。

３０

結
果
は
、
２
対
３
で
惜
敗
、
現
在
３
位

当面のホームゲーム日程（会場：町田市立陸上競技場）
対戦チーム開催日時対戦チーム開催日時

佐川印刷SC７月３日（土）午後６時～ホンダロック６月１３日（日）午後２時～

Honda FC７月１８日（日）午後２時～ジェフリザーブズ６月２７日（日）午後２時～

鮮やかな「ジェシカ」の花
（昨年７月撮影）

銅
メ
ダ
ル
を
石
阪
市
長
に
披
露
す
る
岩
佐
さ
ん

（山田浩一郎氏撮影（山田浩一郎氏撮影））

問 町田ダリア園
辺辺７２２・０５３８
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私
は
、
３
月
に
開
催
さ
れ
た
第

１
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

市
長
と
し
て
の
２
期
目
は
、「
町

田
の
未
来
を
つ
く
る
」
を
テ
ー
マ

に
市
政
運
営
を
進
め
て
い
く
こ
と

を
表
明
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
度

は
、
そ
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
今
年

度
の
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
ご
説

明
申
し
上
げ
、
市
民
の
皆
様
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 　
ま
ず
、
市
政
を
取
り
巻
く
状
況

に
つ
い
て
、
私
の
認
識
を
申
し
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
我
が
国
の
景
気
は
、
持
ち
直
し

て
き
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
、
市
内
の
経
済
や
市
民
の
暮

ら
し
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
は
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
世
界
的
に
流
行
し
、
今

年
に
入
っ
て
か
ら
は
世
界
各
地
で

大
き
な
地
震
が
発
生
し
て
お
り
、

健
康
危
機
や
自
然
災
害
に
対
す
る

市
民
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
　
環
境
問
題
で
は
、
地
球
温
暖
化

が
深
刻
に
な
る
中
で
、
世
界
規
模

で
の
対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
町
田
市
も
、

よ
り
一
層
の
取
り
組
み
を
進
め
て

は
じ
め
に

２
０
１
０
年
度
の

市
政
運
営
の
視
点

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
地
方
分
権
改
革
の
必
要

性
が
叫
ば
れ
て
久
し
く
な
り
ま
す

が
、
国
か
ら
地
方
へ
の
権
限
や
財

源
の
移
譲
は
未
だ
十
分
に
な
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
市
の

歳
入
で
は
市
税
収
入
が
大
幅
な
減

収
と
な
る
一
方
で
、
歳
出
で
は
義

務
的
経
費
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ

り
、
今
後
も
当
分
の
間
は
厳
し
い

財
政
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
２

０
１
０
年
度
は
、

①
変
化
す
る
社
会
情
勢
へ
の
迅
速

な
対
応

②
将
来
の
町
田
へ
の
投
資

③
選
択
と
集
中
に
よ
る
「
今
す
べ

き
こ
と
」
の
重
点
的
な
実
施

　
以
上
３
つ
の
視
点
で
市
政
を
運

営
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

 　
そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
、
２
０
１

０
年
度
の
主
要
な
施
策
に
つ
い

て
、
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
お

示
し
し
た
４
つ
の
政
策
の
方
向
性

に
沿
っ
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

 　
市
民
生
活
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
か
ら
、
子
育
て
世
代

で
は
「
子
育
て
・
教
育
に
対
す
る

不
安
」、
中
高
年
世
代
で
は
「
将

２
０
１
０
年
度
の

 

主
要
な
施
策

１
暮
ら
し
の
安
心
・

 
安
全
を
つ
く
る

来
に
対
す
る
不
安
」
な
ど
、
世
代

ご
と
に
生
活
の
不
安
を
抱
え
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
ま
た
、
世
界
的
な
流
行
が
懸
念

さ
れ
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
、

首
都
直
下
型
の
大
地
震
な
ど
に
対

す
る
備
え
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
　
こ
の
た
め
、
子
育
て
・
子
育
ち

支
援
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
誰

も
が
安
心
し
て
、
安
全
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

子
育
て
・
子
育
ち
支
援

○
市
内
保
育
所
の
定
員
増

○
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

○
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
保
育
環
境

の
充
実

○
市
立
小
・
中
学
校
の
教
育
環
境

の
整
備

安
心
し
て
、
安
全
に
 

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

○
保
健
所
政
令
市
へ
の
移
行
に
向

け
た
人
材
育
成
や
組
織
体
制
の

整
備

○
市
民
病
院
の
医
療
従
事
者
の
確

保
○
高
齢
者
施
設
の
充
実

○
地
域
ぐ
る
み
の
防
犯
活
動
の
促

進
○
地
域
防
災
力
の
向
上

 　
文
化
・
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
は
、

私
た
ち
の
生
活
に
ゆ
と
り
と
潤
い

を
与
え
、
明
る
く
豊
か
な
社
会
の

形
成
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

　
町
田
市
か
ら
は
、
全
国
や
世
界

で
活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ア

ス
リ
ー
ト
を
数
多
く
輩
出
し
て
お

り
、
そ
の
姿
は
、
私
た
ち
に
夢
や

感
動
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
意
義
や
地
域
特
性

を
十
分
に
認
識
し
、
活
力
あ
る
ま

ち
を
つ
く
る
た
め
、
文
化
・
芸
術

や
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
夢
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。 ２

夢
の
あ
る

 
ま
ち
づ
く
り

文
化
・
芸
術
に
よ
る
 

ま
ち
づ
く
り

○
文
化
・
芸
術
の
拠
点
と
な
る
施

設
の
充
実

○
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
発
表
機

会
の
提
供

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
 

ま
ち
づ
く
り

○
身
近
な
と
こ
ろ
で
ス
ポ
ー
ツ
が

で
き
る
環
境
づ
く
り

○
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
に

触
れ
る
機
会
の
充
実

 　
町
田
市
で
は
、
環
境
に
対
す
る

市
民
の
意
識
が
非
常
に
高
く
、
市

民
と
行
政
が
協
働
し
て
環
境
を
守

る
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
歴
史

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
田
市
北
部
の
丘
陵
地

域
を
は
じ
め
、
市
内
に
は
多
く
の

み
ど
り
が
残
さ
れ
て
お
り
、
東
京

圏
の
貴
重
な
資
源
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
歴
史
や
資
源
を
活

か
し
た
環
境
先
進
都
市
と
な
る
た

め
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
み
ど
り
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策

○
地
球
に
優
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

３
環
境
先
進
都
市
を

つ
く
る

利
用
促
進

○
ご
み
減
量
に
向
け
た
取
り
組
み

○
一
般
廃
棄
物
資
源
化
基
本
計
画

の
策
定

み
ど
り
豊
か
な
 

ま
ち
づ
く
り

○
公
園
緑
地
の
整
備

○
都
市
農
地
の
保
全

 　
ま
ず
、
町
田
を
元
気
に
す
る
地

域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　
市
内
の
事
業
者
は
非
常
に
厳
し

い
経
営
状
況
に
あ
り
、
景
況
感
や

実
際
の
売
上
高
は
依
然
と
し
て
低

め
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
人
を
市
内
に
呼
び
込

み
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。地

域
経
済
の
活
性
化

○
市
内
事
業
者
の
事
業
機
会
の
拡

大 ４
地
域
経
済
の
活
性
化

と
行
政
経
営
改
革

○
観
光
振
興

○
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上

○
幹
線
道
路
網
の
整
備

　
次
に
、
中
長
期
を
見
据
え
た
行

政
経
営
改
革
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。

　
私
は
、
就
任
し
て
以
来
、
市
民

の
目
線
で
、
市
民
の
常
識
に
応
え

る
行
政
経
営
改
革
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
後
も
市
民
か
ら
信

頼
さ
れ
る
市
政
を
目
指
し
て
、
さ

ら
な
る
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。行

政
経
営
改
革

○
よ
り
わ
か
り
や
す
い
情
報
提
供

○
市
民
の
多
様
な
意
見
の
把
握

○
市
有
建
築
物
の
計
画
的
な
維
持

保
全

○
公
共
施
設
跡
地
等
の
有
効
活
用

 　
我
が
国
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢

は
刻
一
刻
と
変
化
し
て
お
り
、
将

来
を
予
測
す
る
こ
と
が
困
難
な
時

代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し

た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
市
民
の
暮

ら
し
に
一
番
近
い
基
礎
自
治
体

が
、
地
道
な
取
り
組
み
を
積
み
重

ね
、
そ
の
蓄
積
で
新
し
い
日
本
を

創
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

私
は
、
町
田
市
を
そ
の
モ
デ
ル
と

な
る
都
市
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、　
万
す
べ
て
の

４２

市
民
が
希
望
の
持
て
る
ま
ち
を
目

指
し
て
、
先
程
申
し
上
げ
た
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
の
推
進
に
全
力
を
挙

げ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
町
田
市

の
発
展
の
道
筋
を
示
す
中
長
期
計

画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

む
す
び
に

　
平
成
　
年
（
２
０
１
０
年
）
第
２
回
市
議
会
定
例
会
が
開
会
さ
れ
、

２２

石
阪
市
長
は
６
月
１
日
の
本
会
議
で
施
政
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。
ま
た
、
町
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
全
文
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 

問
企
画
政
策
課
辺辺
７
２
４
・
２
１
０
３

平成２２年度（２０１０年度）施政方針

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田ののののののののののののののののののののの未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりのののののののののののののののののののののスススススススススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー町田の未来づくりのスタートトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト 石阪丈一町田市長
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暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗
暗

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

燃やせるごみの中に
　資源化できる紙類や手付かずの食品が混入
燃やせるごみの中に
　資源化できる紙類や手付かずの食品が混入

ごみ組成調査結果

　

町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
開

設
か
ら
４
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

開
設
当
初
か
ら
年
中
無
休
、
午
前

７
時
か
ら
午
後　

時
ま
で
の
間
、

１１

町
田
市
で
の
手
続
き
方
法
な
ど
の

お
問
い
合
わ
せ
や
、
イ
ベ
ン
ト
受

付
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
お
問
い
合
わ
せ
の

件
数
や
、
よ
く
あ
る
お
問
い
合
わ

せ
な
ど
の
応
対
実
績
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問
広
報
広
聴
課
辺辺
７
２
４
・
３
０

１
４

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
す
べ

て
の
犬
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
接

種
さ
せ
る
こ
と
が
飼
い
主
の
義
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

屋
外
集
合
会
場
で
の
注
射
は
４

月
に
終
了
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

接
種
が
お
済
み
で
な
い
飼
い
主
の

方
は
、
６
月　

日
ま
で
に
動
物
病

３０

院
で
接
種
さ
せ
て
下
さ
い
。

　

接
種
終
了
後
は
、
狂
犬
病
予
防

注
射
済
票
（
金
属
の
プ
レ
ー
ト
）

の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
獣
医
師
の
発
行
し
た
狂
犬
病

予
防
注
射
済
証
（
紙
の
証
明
書
）

を
、
環
境
保
全
課
（
境
川
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
内
）
ま
た
は
各
市
民

セ
ン
タ
ー
へ
持
参
し
、
手
続
き
を

し
て
下
さ
い
。

　

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交
付

が
受
け
ら
れ
る
動
物
病
院
も
あ
り

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

問
環
境
保
全
課
辺辺
７
２
４
・
２
７

１
１

　身体障害者手帳の肝臓の障がいの程度が１級から３級までの方、または肝臓の障がいの
程度が、これらの障がいの程度に該当すると、東京都知事が書面により証明した方は、新
たに郵便等による不在者投票ができることになりました。
　なお、これに関連して、戦傷病者手帳についても同様に改正されました。

燃
や
せ
る
ご
み

　

調
査
の
結
果
、「
燃
や
せ
る
ご

み
」
の
中
に
、
重
量
比
で
約
７
％

の
資
源
化
で
き
る
紙
類
が
含
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　

多
く
は
、
空
箱
類
、
包
装
紙
、

メ
モ
用
紙
類
、
広
告
の
チ
ラ
シ
、

封
筒
、
便
せ
ん
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ

ー
パ
ー
や
ラ
ッ
プ
の
中
芯
な
ど
の

「 
雑  
紙 
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の

ざ
つ 
が
み

で
す
。「
雑
紙
」
は
「
古
紙
」
の

区
分
で
、
資
源
と
し
て
週
１
回
分

別
回
収
し
て
い
ま
す
。
分
別
せ
ず

に
出
さ
れ
た
資
源
化
で
き
る
紙
類

は
、
そ
の
す
べ
て
が
燃
や
さ
れ
灰

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

生
ご
み
の
中
に
は
、
賞
味
期
限

の
切
れ
た
手
付
か
ず
の
食
品
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
食
品
の

買
い
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

燃
や
せ
な
い
ご
み

　
「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
の
中
に

は
、
少
量
で
は
あ
り
ま
す
が
、
資

源
化
し
て
い
る
も
の
が
含
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、「
雑
紙
」

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」「
ビ
ン
・
缶
」

「
乾
電
池
」
な
ど
で
す
。

　

今
後
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
分
別

を
徹
底
し
、
ご
み
の
減
量
と
資
源

化
を
進
め
て
い
く
た
め
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
ご
み
に
し
て

い
た
陶
磁
器
、
ガ
ラ
ス
食
器
、
家

庭
用
金
物
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ

ャ
ッ
プ
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
な
ど
は

「
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
ま
ち
だ
」
へ

無
料
で
持
ち
込
め
ま
す
。
ぜ
ひ
一

度
ご
利
用
下
さ
い
。

問
ご
み
減
量
課
辺辺
７
９
７
・
０
５

３
０

　

市
で
は
「
燃
や
せ
る
ご
み
」「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
に
出
さ
れ

て
い
る
ご
み
の
内
容
調
査
を
、
戸
建
住
宅
、
団
地
、
集
合
住
宅

の
各
地
域
で
、
２
０
０
９
年
９
月
と
２
０
１
０
年
２
月
に
実
施

し
ま
し
た
（
円
グ
ラ
フ
参
照
、
２
回
の
調
査
の
平
均
値
で
す
）。

「燃やせないごみ」の内訳（％）

金属類 8.59 小型家電
16.10

排出容器
0.80

陶磁器類
6.62

ゴム類・皮
革類 5.23

ガラス類
6.29

木・草類
1.21

プラスチック
37.60

その他
17.58

皆さんの質問にお答えしま皆さんの質問にお答えしますす
町田市コールセンタ町田市コールセンターー
辺辺７２４・５６５６７２４・ ５６５６ 

 ί ʔ ϧ ί ʔ ϧ  

返返７２４・５６０７２４・５６０００
遍遍5656@machida.call-center.j5656@machida.call-center.jpp

年中無休 A年中無休 AMM７７：００～PM：００～PM１１１：００１：００

狂
犬
病
予
防
注
射
は

６
月
30
日
ま
で
に
行
い
ま
し
ょ
う

「燃やせるごみ」の内訳（％）

紙類 10.33
プラスチック
13.90

その他
10.88

資源化
できる紙類
6.95

繊維類 3.78

木・草類
11.60

排出容器
0.79

生ごみ
41.77

問い合わせ件数（件）
ＥメールＦＡＸ電話年度

６２０５７３９,１８４２００６

４８５６７５６,６９３２００７

８３７１１６６５,１８０２００８

８６２６７７６,５８３２００９

よくあるお問い合わせ上位１０件【FAQの参照回数】

お問い合せ内容FAQ参照
回数（回）

順
位

清掃工場へごみを持ち込みたいのですが、
どうしたらいいですか。８１９１

住民票の写し請求（本人）。７７２２
印鑑証明を発行してもらいたいのですが。６２２３
「資源とごみの収集日程表」「資源とごみの
出し方」について。５５０４

国民健康保険（国保）加入手続きには何が
必要ですか。５２８５

戸籍に関する証明の請求方法は？４８５６
課税・非課税証明書の取得に必要なものは
（来庁）？４６９７

市外から町田市に転入したので、転入届を
したい。４４２８

印鑑登録をしたいのですが、手続き方法を
教えて下さい。４４０９

市外へ引っ越すのですが、どういう手続き
が必要なのですか。４２５１０

完結率と転送率（％）
その他転送率完結率年度

２.３１７.８７９.９２００６

２.４１７.３８０.３２００７

３.５５.６９０.９２００８

３.５５.２９１.３２００９

完結率＝コールセンターの応対で完結
した割合

転送率＝市役所各課へ転送した割合

利用者満足度調査の結果（％）
６点以下・不
明・その他９～７点１０点年度

２.１２３.３７４.６２００６

０.５１６.４８３.１２００７

０.４１３.７８５.９２００８

０.７１６.３８３.０２００９

コールセンターの利用者に、満足度は１０
点満点中何点であるか尋ねました

町田市コールセンターの
実績をお知らせします

コール数がコール数が
　伸びています　伸びています

　　　③戦傷病者手帳②身体障害者手帳①介護保険
被保険者証

障がいの
程度障がい名障がいの

程度障がい名障がいの
程度障がい名障がいの

程度障がい名要介護
状態区分

特別
項症
～
第３
項症

心臓
じん臓
呼吸器
ぼうこう
直腸
小腸
肝臓

特別
項症
～
第２
項症

両下肢
体幹

１・３級

心臓
じん臓
呼吸器
ぼうこう
直腸
小腸

１・２級
両下肢
体幹
移動機能

要介護５

１～３級免疫
肝臓

※代理記載制度について…上記のいずれかに該当し、身体障害者手帳に上肢または視覚の障がい
の程度が１級、または戦傷病者手帳に上肢または視覚の障がいの程度が、特別項症から第２項症
までと記載されている方で、ご自身で字を書くことが困難な方は利用することができます。
※手帳の級が上記級であっても、手帳に複数の障がい名または表以外の障がい名が記載されてい
る場合は該当しないことがあります。

郵便等による不在者投票郵便等による不在者投票
公職選挙法施行令の一部が改正され、対象者が拡大されました

問選挙管理委員会
　　　　　事務局
 辺辺７２４・２１６８

　

６
月　

日
～　

日
の
期
間
、

２４

２９

所
蔵
資
料
の
点
検
を
行
う
た
め

一
部
の
図
書
館
が
次
の
と
お
り

休
館
し
ま
す
。

休
館
す
る
図
書
館
さ
る
び
あ
・

鶴
川
・
金
森
・
木
曽
山
崎
・
堺

の
各
図
書
館
、
移
動
図
書
館
車

※
中
央
図
書
館
・
文
学
館
は
開

館
し
て
い
ま
す
。

※
休
館
中
は
返
却
ポ
ス
ト
を
ご

利
用
下
さ
い
。
利
用
時
間
は
午

前
６
時
（
堺
図
書
館
は
午
前
７

時
）
～
午
後　

時
で
す
（
Ａ
Ｖ

１０

資
料
、
Ｃ
Ｄ
、
Ｃ
Ｄ
倆
Ｒ
Ｏ
Ｍ

付
き
の
資
料
、
借
用
資
料
は
利

用
不
可
）。

問
中
央
図
書
館
辺辺
７
２
８
・
８

２
２
０

図
書
館
休
館
の
お
知
ら
せ

　

市
立
博
物
館
は
、
２
０
１
１

年
１
月
７
日
ま
で
、
博
物
館
の

展
示
は
行
い
ま
せ
ん
。
展
示
を

行
わ
な
い
期
間
中
は
、
土
・
日

曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
休

館
し
ま
す
。

問
市
立
博
物
館
辺辺
７
２
６
・
１

５
３
１

博
物
館
休
館
の
お
知
ら
せ

　身体に重度の障がいがあり、投票所へ行くことが困難な方が、郵
便等のやりとりによって自宅等で投票できる制度です。

郵便等による
不在者投票とは？

　ご自身で字を書くことができ、下記のいずれかに該当する方（ご
自身で字を書くことが困難な方でも代理記載制度〈※下表参照〉に
該当すれば含まれます）
①介護保険の被保険者証に、要介護状態区分が要介護５である者と
して記載されている方
②身体障害者手帳をお持ちの方で、下表の障がいに該当する者とし
て記載されている方
③戦傷病者手帳をお持ちの方で、下表の障がいに該当する者として
記載されている方

対象となる方は？

　いつでも申請できます。選挙管理委員会事務局にある申請書にご
記入のうえ、介護保険の被保険者証、身体障害者手帳または戦傷病
者手帳を添えて申請して下さい（申請書は郵送もします）。
　該当となる方に郵便等投票証明書を交付します。

申請方法は？

　申請後、郵便等投票証明書を交付するまでに１か月以上かかるこ
ともあります。また、郵便等投票証明書には有効期限があります。
有効期限が過ぎた場合、改めて申請手続きが必要となります。特に
選挙直前だと間に合わないこともあります。申請はお早めに外

ご 注 意



（4） 2010.　6.　11凡例　対対象　日日時　場会場　内内容　講講師　定定員　費費用　申申し込み　問問い合わせ

ごみ減量・資源化特集

プラスチックごみ資源化実験を実施しました
　プラスチックごみを収集する際の課題、安全にプラスチックを資
源化する方法を探るために、プラスチックごみ資源化実験を実施し
ました。

（１）この実験は、２００７年に「町田市ごみゼロ市民会議」が提案した
軟質のプラスチックを低圧で圧縮する方法を踏襲したもので、
低圧圧縮が可能ならば、健康に被害をもたらす有害物質が発生
しないのではないかという想定に基づくものです。

（２）市内５地区の町内会・自治会の約１０００世帯にご協力をいただい
て、３月～５月までの毎週日曜日に容器包装プラスチックごみ
を収集し、集めたプラスチックごみの圧縮実験を行いました。

（３）プラスチックの圧縮実験によって発生するガスの中に、有害物
質が含まれているかどうかを分析・検証し、結果を公表します。
また、ご協力をいただいた市民の皆さんにアンケートを行い、
収集の際の課題（収集の頻度・コストなど）を把握します。

（４）廃棄物減量等推進審議会は、実験の結果と収集の課題を受けて、
あらためてプラスチックごみの資源化について審議します。

町田市の家庭から出る生ごみの現状
・市内の家庭から出る生ごみは、年間３万トンにも及び、燃やせるごみの４２％
（２００８年）を占めています。

・現状では、生ごみを焼却処分していますが、生ごみは肥料やエネルギー原料
として活用できる大切な資源です。

・市では、生ごみ容器や電動処理機などを利用した、家庭内での生ごみリサイ
クルを拡げています。家庭での生ごみリサイクルは、市民にとって最も身近
な環境保全対策のひとつで、子ども達の環境教育にもたいへん役立ちます。

これからの町田市の生ごみ資源化への取り組み
・廃棄物減量等推進審議会では、「生ごみ資源化１００％を目指し、その優先手法は家庭内での生ごみリサイクル」と
の方針で検討を進めています。

・人口４２万人の町田市での生ごみ全量資源化は、他の都市に先駆けた日本初の画期的な方針です。

・今後の審議会では、このような生ごみ資源化を目指した具体的施策を検討します。

・生ごみを家庭内そして町田市内でリサイクルすることが、「循環型社会」「地産地消」への第一歩です。

地産
地消

生ごみ生ごみ

畑
（施肥）
畑

（施肥）野菜野菜

容器包装リサイクル法とは…
家庭から出るごみの大半（容積比）を占める容器包
装廃棄物（容器包装プラスチック・紙製容器包装）
を資源として有効利用することにより、ごみの減量
化を図るための法律。製造者または販売者が費用の
一部を負担して再利用することが法律で義務付けら
れている。

再資源化

生ごみの現状と資源化について生ごみの現状と資源化について

町田市のプラスチックごみ処理の現状
・家庭から排出される年間推定約１万５０００トンのほとんどが燃やされ、ＣＯ２を排出しています。

・プラスチックごみの約８０％が容器包装プラスチックであると推定しています。

プラスチックごみの資源化の問題点は！
・容器包装リサイクル法のルートを活用して資源化するためには、圧縮梱包をする中間処理施設が必要です。

・圧縮梱包の工程では、有害物質の発生を検証する必要があります。

プラスチックごみの資源化実験を行っていますプラスチックごみの資源化実験を行っています

この特集をご覧になった
 感想・ご意見をお寄せ下さい
廃棄物減量等推進審議会事務局　
環境総務課辺辺７９７・７１１２



2010.　6.　11 （5）ちょっと聞きたい　あれこれコール　町田市コールセンター町田市コールセンター辺辺０４２・７２４・５６５６

10年後の町田市のごみ減量・資源化は…10年後の町田市のごみ減量・資源化は…10年後の町田市のごみ減量・資源化は…10年後の町田市のごみ減量・資源化は…
廃棄物減量等推進審議会で議論しています廃棄物減量等推進審議会で議論しています

何よりも「ごみになるものを作らない」ことと「ごみを出さない」ことが重要です！
　ごみの減量と資源化の前に心がけることとして、市民一人ひとりが知恵を出し合って、まず、ごみの
発生抑制と排出抑制に取り組むことが、何よりも重要です。

大きな課題は…
・町田リサイクル文化センターの清掃工場は、古いものは稼働開始
後２８年を経過しており、焼却量の削減と環境に負荷を与えない施
設への更新が必要です。

・家庭から出されるほとんどのプラスチックごみと生ごみは焼却さ
れており、環境に負荷を与えています。

取り組みの現状は…
・町田市中期経営計画の戦略目標に「環境先進都市の創造」を掲げて
います。

・「ごみを作らない・燃やさない・埋め立てない」を基本理念として
掲げ、取り組みを進めています。

・家庭用生ごみ処理機の購入補助、大型生ごみ処理機の貸与による堆
肥化を進めています。

・市民が不用品を資源として持ち込むリサイクル広場の活動を展開し
ています。

　「町田市廃棄物減量等推進審議会」は、一般廃棄物の
減量､処理及び再利用の促進等に関する事項などについ
て、市長の諮問に応じて審議し、結果を市長へ答申する
附属機関です。この会議では、２００９年６月から「ごみゼ
ロ」に向けた町田らしい総合的な「一般廃棄物資源化基
本計画」の策定に向け審議を行っています。この計画で
は、町田市の今後１０年間のごみ処理と資源化の基本的方

針とともに資源化策を打ち出すための目標値などを示す
ことを予定しています。
　審議会は､学識経験者４人､事業者・関係団体６人､市民
委員３人の合計１３人で構成されています。会議は原則と
して公開しています。傍聴を希望される方は､随時本紙
等でお知らせする開催情報をご覧のうえ、環境総務課（辺辺
７９７・７１１２）へご連絡下さい。

廃棄物減量等推進審議会とは

今日のごみの問題は…
・大量の焼却は、町田市だけの問題ではなく、温室効果ガスの発生、
資源の枯渇など地球に悪影響を及ぼしています。

・私たちは、「大量生産、大量消費、大量廃棄」から持続可能な循環
型社会への変換が求められています。

・未来の世代に持ち越さないように、私たちの世代が解決しなければ
ならない問題です。

町田市のごみは、今…町田市のごみは、今…

町
田
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー
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T
T
T
T
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T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
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欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝
欝

癌

Ÿ

顔

Ÿ

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

ŸŸŸŸŸŸŸŸŸŸŸŸ

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

Ÿ
Ÿ
Ÿ
Ÿ
Ÿ
Ÿ
Ÿ
Ÿ
Ÿ
Ÿ
Ÿ
Ÿ
Ÿ
Ÿ
Ÿ
Ÿ
Ÿ

健
康
案
内

健
康
案
内

健
康
案
内

 
妊
婦
歯
科
健
康
診
査

対
妊
婦
　
週
～
　
週
の
初
妊
婦

１６

２７

※
　
週
を
超
え
た
方
は
健
康
課
に

２７
直
接
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

日
７
月
６
日
（
火
）
午
後
１
時
～

２
時
　
分
受
付
（
所
要
時
間
約
１

１０

時
間
）

場
健
康
福
祉
会
館
２
階

内
歯
科
健
康
診
査
・
歯
科
相
談
、

正
し
い
歯
の
み
が
き
方
な
ど

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

１５
申
電
話
で
町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー（
辺辺
７
２
４
・
５
６
５
６
）
へ
。

問
健
康
課
辺辺
７
２
５
・
５
４
１
４

 
予
防
接
種
・
ポ
リ
オ

　
ポ
リ
オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）
の

予
防
接
種
を
下
表
の
日
程
で
行
い

ま
す
。

対
接
種
日
現
在
、
生
後
３
か
月
以

上
７
歳
６
か
月
未
満
の
子

接
種
回
数
　
日
以
上
の
間
隔
で
２

４１

回受
付
・
開
催
時
間
午
後
１
時
　
分
５０

～
２
時
　
分
４０

【
当
日
お
持
ち
に
な
る
も
の
】

①
既
往
症
健
康
調
査
票
（
発
行
日

か
ら
５
か
月
間
有
効
で
す
。
町
田

市
医
師
会
加
入
の
指
定
医
療
機
関

に
、
お
子
さ
ん
を
お
連
れ
の
う

え
、
作
成
し
て
も
ら
っ
て
下
さ

い
。
無
料
で
す
。
な
お
、
重
い
病

気
等
の
や
む
を
得
な
い
理
由
で
指

定
医
療
機
関
以
外
に
か
か
っ
て
い

る
場
合
は
、
事
前
に
健
康
課
へ
ご

連
絡
下
さ
い
。
お
持
ち
に
な
ら
な

い
と
接
種
で
き
ま
せ
ん
）
②
予
診

票
（
お
持
ち
で
な
い
方
に
は
、
会

場
で
お
渡
し
し
ま
す
）
③
母
子
健

康
手
帳

 
糖
尿
病
予
防
教
室

　
糖
尿
病
は
食
事
や
生
活
に
気
を

つ
け
、
十
分
な
自
己
管
理
す
る
こ

と
で
予
防
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
受
講
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

対
成
人
健
康
診
査
等
で
「
糖
尿

病
」「
血
糖
値
が
高
い
」等
の
指
摘

を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
町
田
市
民

日
７
月
７
日
（
水
）
午
前
９
時
　５０

分
～
正
午
（
受
付
は
９
時
　
分
か

３０

ら
）

場
健
康
福
祉
会
館

内
・
講
糖
尿
病
と
は
ど
ん
な
病
気

か
＝
保
健
師
、
試
食
、
食
事
療
法

の
基
本
と
食
品
交
換
表
に
つ
い
て

＝
栄
養
士

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

１５
持
参
す
る
も
の
成
人
健
康
診
査
等

の
結
果

申
電
話
で
町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー（
辺辺
７
２
４
・
５
６
５
６
）
へ
。

問
健
康
課
辺辺
７
２
５
・
５
１
７
８

 
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
の
お
知
ら
せ

　
次
の
日
時
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
実

施
し
ま
す
。

日
６
月
　
日
（
水
）
午
後
３
時
　

３０

３０

分
～
５
時

場
町
田
保
健
所

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

３０
申
６
月
　
日
ま
で
に
電
話
で
同
所

２９

（
辺辺
７
２
２
・
０
６
２
１
、
内
線

２
２
２
）
へ
。

  清
掃
事
務
所

臨

時

職

員

勤
務
日
時
７
月
　
日
～
９
月
　

２０

１８

日
。
月
～
土
曜
日
の
指
定
さ
れ
た

日
、
午
前
８
時
　
分
～
午
後
４
時

１５

　
分
（
時
間
延
長
有
）

１５勤
務
場
所
町
田
リ
サ
イ
ク
ル
文
化

セ
ン
タ
ー

内
一
般
ご
み
収
集

募
集
人
員
６
人

選
考
方
法
面
接

申
６
月
　
日
ま
で
に
電
話
で
清
掃

２５

事
務
所
（
辺辺
７
９
７
・
７
１
１
１
）

へ
。

町
田
市
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

臨
時
指
導
員

　
各
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
に
在
籍
す

る
学
童
（
障
が
い
児
を
含
む
）
の

保
育
及
び
介
助
の
仕
事
で
す
。

対
小
学
校
教
諭
免
許
、
幼
稚
園
教

諭
免
許
、
保
育
士
（
都
道
府
県
知

事
の
登
録
を
受
け
た
方
）
の
い
ず

れ
か
の
資
格
を
お
持
ち
の
方

勤
務
日
時
月
～
土
曜
日
の
指
定
さ

れ
た
日
。
平
日
＝
午
後
４
時
～
７

時
、
土
曜
日
・
学
校
休
業
日
＝
午

前
８
時
～
　
時
、
午
後
４
時
～
７

１１

時勤
務
場
所
市
の
運
営
す
る
学
童
保

育
ク
ラ
ブ

募
集
人
員
６
人
程
度

申
写
真
を
張
っ
た
履
歴
書
に
志
望

動
機
を
明
記
し
、
資
格
証
明
書
の

写
し
を
添
え
て
、
６
月
　
日
ま
で

２４

に
直
接
児
童
青
少
年
課
（
辺辺
７
２

４
・
２
１
８
２
）
へ
。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

要
介
護
認
定
調
査
員

嘱

託

職

員

対
次
の
①
②
の
い
ず
れ
か
を
満
た

す
方
。

①
介
護
支
援
専
門
員
資
格
を
有

し
、
認
定
調
査
等
の
実
績
の
あ
る

方②
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受

講
試
験
の
受
験
資
格
程
度
の
知
識

と
経
験
を
有
し
、
認
定
調
査
の
実

績
が
あ
る
方

勤
務
日
時
８
月
１
日
か
ら
８
か
月

（
勤
務
成
績
に
よ
り
更
新
有
）、
月

　
日
、
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５

１６

３０

時
　
分
１５

募
集
人
員
若
干
名

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

面
接
日
７
月
２
日
（
予
定
）

申
電
話
連
絡
の
う
え
、
指
定
の
履

歴
書
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
６

月
　
日
ま
で
（
必
着
）
に
直
接
ま

２５
た
は
郵
送
で
介
護
保
険
課
（
〒
　１９４

―
０
０
１
３
、
原
町
田
５
―
８
―

　
、
辺辺
７
２
１
・
０
９
１
２
）
へ
。

２４

 町
田
市
介
護
職
員

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
 

研
修
を
開
催
し
ま
す

　
市
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
従
事
者

等
を
対
象
に
、
基
本
介
護
技
術
や

認
知
症
ケ
ア
を
学
ぶ
研
修
を
開
催

し
ま
す
。

対
市
内
の
介
護
施
設
従
事
者
（
特

養
・
老
健
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

等
）、
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
従
事

者
、
訪
問
介
護
二
級
取
得
者
で
現

在
介
護
の
仕
事
を
し
て
い
な
い
が

今
後
行
う
予
定
の
あ
る
方

日
７
月
　
日
、　
月
　
日
、　
月

２４

１０

２３

１２

　
日
、
２
０
１
１
年
１
月
　
日
、

１８

２２

２
月
　
日
、
い
ず
れ
も
土
曜
日

１９

場
町
田
家
政
福
祉
高
等
専
修
学
校

（
　
月
　
日
は
町
田
市
民
フ
ォ
ー

１２

１８

ラ
ム
調
理
室
）

定
各
回
　
人
（
申
し
込
み
順
）

５０

申
電
話
で
（
財
）
ダ
イ
ヤ
高
齢
者

研
究
財
団
・
町
田
分
室
（
錆
０
１

２
０
・
７
６
０
・
１
７
６
）
へ
。

問
高
齢
者
福
祉
課
（
辺辺
７
２
４
・

４
０
４
８
）

申し込み定　員会　場日　時会議名
直接会場へ
問環境総務課辺辺７９７･７１１２

２０人
（先着順）

町田リサイクル文
化センター研修室

６月１５日（火）
午後１時～３時３０分

第１１回町田市廃棄物
減量等推進審議会

会議当日に３階教育総務課へ
問教育総務課辺辺７２４･２１７２

森野分庁舎４階会
議室

６月１８日（金）
午前１０時から

町田市教育委員会
第３回定例会

事前に電話でまちづくり推進
課（辺辺７０９･０６４２）へ

５人
（申し込み順）

中町第三庁舎１階
会議室

６月１８日（金）
午後７時から

第２８回町田市
街づくり審査会

事前に電話で都市計画課
（辺辺７０９･０５６１）へ

１０人
（申し込み順）

本庁舎５階第１委
員会室

６月２１日（月）
午前１０時から

第１７０回町田市
都市計画審議会

ポリオ集団予防接種日程表 問健康課辺辺７２５・５４２２

会場
実施日

１０月７月
健康福祉会館（原則として住所が原町田・中町・森野・旭町・玉川学
園・南大谷のお子さんが対象）４日（月）５日（月）

南市民センター５日（火）６日（火）
町田リサイクル文化センター６日（水）７日（水）
鶴川市民センター（原則として住所が鶴川・能ケ谷町・広袴・広袴町・
三輪町・三輪緑山・真光寺・真光寺町のお子さんが対象）１２日（火）８日（木）

小山市民センター（原則として住所が小山町・小山が丘周辺のお子さん
が対象）１３日（水）９日（金）

健康福祉会館（原則として住所が原町田・中町・森野・旭町・玉川学
園・南大谷以外のお子さんが対象）１８日（月）１２日（月）

なるせ駅前市民センター１９日（火）１６日（金）
堺市民センター２０日（水）２０日（火）
成瀬センター２２日（金）２３日（金）
木曽山崎センター２６日（火）２７日（火）
鶴川市民センター（原則として住所が野津田町・小野路町・金井・金井
町・大蔵町・薬師台のお子さんが対象）２７日（水）２８日（水）

健康福祉会館２９日（金）３０日（金）
※健康福祉会館・鶴川市民センター・小山市民センターでは混雑を緩和するため、日程ごとに対象地
区を設定しています。ただし、お子さんの体調等により別の日に変更できます（健康課への連絡は
不要）。各会場とも、車でのご来場はご遠慮下さい。

　「明るい選挙」に関すること、投票参加を求
めるものを自由に書いたポスター作品を募集
します。応募者全員に参加賞があります。ふ
るってご応募下さい。
応募資格小・中学生、高校生
画材自由（絵の具材料だけに限らず、紙や布
などでも可）
大きさ画用紙の四ツ切（５４２㎜×３８２㎜）、八ツ
切（３８２㎜×２７１㎜）、もしくはそれに準ずる大
きさ
応募上の注意作品の裏側の右下に、学校名・
学年・氏名（ふりがな）を必ず記入して下さ
い。
申９月１０日までに直接、選挙管理委員会事務
局（森野分庁舎２階、辺辺７２４・２１６８）へ。学校
を通じて提出する方は、学校で決められた日
までとなります。
※応募作品を啓発紙等に利用したり、展覧会
等で展示させていただくことがあります。

選挙のポスターを選挙のポスターを選挙のポスターを選挙のポスターを
書いてみよう書いてみよう書いてみよう書いてみよう！！！！

　高齢者を介護している家族の方同士で日頃の悩みを話し合ったり
情報交換をしましょう。
　日時、会場、内容等の詳細は事前に各施設へ直接お問い合わせ下
さい。

申込方法／費用／備考会　場日　時センター名
できるだけ事前に電
話でサンシルバー町
田へ／お茶代１００円

老人保健施設サンシ
ルバー町田支援相談
室

第４金曜日午後１時３０
分～３時

サンシルバー町田
辺辺７７０・２５５８

事前に電話で美郷へ
特別養護老人ホーム
美郷回想ルーム「丹
沢」

６月２８日、１０月２５日、
２月２８日（いずれも月
曜日）午後１時３０分～
４時

美郷
辺辺７９７・０２００

直接会場へふれあい桜館２階集
会室

第３月曜日午後１時３０
分～午後３時（７･９月
のみ第３火曜日）

桜館
辺辺７９７・８０３２

直接会場へ木曽山崎センターB
館２階会議室

第３または第４金曜日
午後１時３０分～３時

福音会
木曽山崎
辺辺７９２・１１０５

できるだけ事前に電
話で悠々会へ／お茶
代１００円

特別養護老人ホーム
悠々園１階デイサー
ビスセンター

第３日曜日午前１０時～
正午

悠々会
辺辺７３７・７２９２

事前に電話で福音会
へ／お茶代１００円

ふくいんヘルパース
テーション鶴川２階
会議室

第３火曜日午後１時３０
分～３時

福音会
辺辺７３４・１１４１

事前に電話で第二清
風園へ

特別養護老人ホーム
第二清風園

奇数月の第４木曜日午
後２時～３時３０分（９
月、２０１１年３月は未定）

第二清風園
辺辺７３６・６９０７

直接会場へ／お茶代
１００円

ふれあいひろば（玉
川学園２−６−６、
デンコウビル１階）

第２水曜日午後１時～
３時

桜実会
辺辺７１０・３３７８

直接会場へ／お茶代
１００円

本町田高齢者在宅サ
ービスセンター湧和

偶数月の第３水曜日午
後１時３０分～３時

湧和
辺辺７２９・０７４７

問高齢者福祉課辺辺７２４・２１４６

町田市地域包括支援センター家族介護者交流会町田市地域包括支援センター家族介護者交流会町田市地域包括支援センター家族介護者交流会
～高齢者の方を介護しているご家族の交流会～～高齢者の方を介護しているご家族の交流会～～高齢者の方を介護しているご家族の交流会～

2010年度2010年度2010年度

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
（
お
中
元
・
催
し
物
へ
の
寄
附
等
）。

政
治
家
の
寄
附
禁
止
強
化
期
間（
６
／
１
～
８
／
　
）
１

2010.　6.　11 （7）町田市コールセンタ町田市コールセンターー辺辺０４２・７２４・５６５６　年中無休（午前７時〜午後１１時）

曳 映叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

 町
田
市
就
労
・
住
宅
相
談
事
業

離
職
し
た
方
の
 

家
賃
を
支
給
し
ま
す

　
主
な
要
件
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
が

支
給
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

支
給
額
（
上
限
）
単
身
世
帯
は
月

５
万
３
７
０
０
円
、
複
数
世
帯
は

月
６
万
９
８
０
０
円

支
給
期
間
（
限
度
）
６
か
月
間
、

た
だ
し
、
規
定
の
就
職
活
動
を
誠

実
に
継
続
し
、
支
給
要
件
に
該
当

し
て
い
る
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
、
さ
ら
に
３
か
月
を
限
度
に
延

長
で
き
ま
す
。

※
家
賃
の
支
給
を
受
け
る
方
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
で
実
施
す
る
、

総
合
支
援
資
金
等
の
貸
付
の
相
談

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
詳
細
は
生
活
援
護
課
就
労
・
住

宅
相
談
担
当
（
辺辺
７
２
９
・
７
６

７
０
）
へ
。

戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

第
９
回
特
別
弔
慰
金
が
 

支
給
さ
れ
ま
す

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成
　
年
４
月
１
日
か
ら

１７

平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で
に
、
遺

２１

３１

族
年
金
等
を
受
け
取
る
方
が
亡
く

な
る
な
ど
し
た
場
合
に
限
り
、
額

面
　
万
円
、
６
年
償
還
の
記
名
国

２４
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
す
で
に
第
８
回
特
別
弔

慰
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
方
、
申

請
手
続
の
時
効
が
成
立
し
た
方

は
、
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。

　
対
象
と
な
る
ご
遺
族
は
次
の
順

番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一

人
で
す
。

対
象
と
な
る
ご
遺
族

１
．
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有

し
て
い
て
、
戦
没
者
等
と
氏
が
同

じ
で
あ
る
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母

④
兄
弟
姉
妹

４
．
３
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖

父
母
④
兄
弟
姉
妹

５
．
１
～
４
以
外
の
ご
遺
族
で
、

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
、
引
き

続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
三
親
等
内
の
親
族

※
支
給
対
象
遺
族
は
、
戦
没
者
等

の
死
亡
当
事
に
現
存
し
て
い
た
こ

と
が
要
件
で
す
。

※
対
象
と
思
わ
れ
る
方
は
、
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

請
求
期
限
平
成
　
年
４
月
２
日
ま

２４

でお
問
い
合
わ
せ
・
請
求
先
町
田
市

福
祉
総
務
課
辺辺
７
２
４
・
２
５
３

７
、
返
７
２
４
・
１
１
８
７
、
東

京
都
福
祉
保
健
局
生
活
福
祉
部
計

画
課
恩
給
係
辺辺
　
・
５
３
２
０
・

０３

４
０
７
７
、
返
　
・
５
３
８
８
・

０３

１
４
０
３

２
０
１
０
年
度
第
２
期
介
護
予
防

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

参
加
者
募
集

　
高
齢
者
が
元
気
に
暮
ら
し
続
け

る
た
め
に
、
介
護
予
防
に
必
要
な

知
識
を
学
び
、
地
域
に
広
め
る
活

動
を
し
ま
せ
ん
か
。
高
齢
者
の
元

気
を
応
援
す
る
講
座
で
す
。
内
容

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
で
介

護
予
防
に
興
味
が
あ
り
、
講
座
受

講
後
に
介
護
予
防
に
関
す
る
活
動

を
行
っ
て
み
た
い
方
。
全
回
参
加

可
能
な
方
（
こ
れ
ま
で
に
参
加
し

た
こ
と
の
あ
る
方
は
申
込
不
可
）

日
全
３
回
（
下
表
参
照
）

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

３０
申
６
月
　
日
ま
で
に
電
話
で
町
田

１７

市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
辺辺
７
２
４

・
５
６
５
６
）
へ
。

問
高
齢
者
福
祉
課
辺辺
７
２
４
・
２

１
４
６

学 岳較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較
町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
市
民
ホ
ー
ル
辺
７
２
８
・
４
３
０
０

※
電
話
は
お
か
け
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

休

館

日　

第
１
・
３
月
曜
日（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）

受
付
時
間　

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

問

※
３
歳
未
満
無
料
。
た
だ
し
、
席

が
必
要
な
場
合
は
有
料
。

申
６
月
　
日
午
前
８
時
　
分
か
ら

１６

３０

電
話
で
町
田
市
民
ホ
ー
ル
へ
。

※
初
日
は
電
話
の
み
の
受
付

よ
ね
む
ら
で
ん
じ
ろ
う

よ
ね
む
ら
で
ん
じ
ろ
う

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

ム
ッ
シ
ュ
か
ま
や
つ
・
泉
谷
し
げ
る

ム
ッ
シ
ュ
か
ま
や
つ
・
泉
谷
し
げ
る

ム
ッ
シ
ュ
か
ま
や
つ
・
泉
谷
し
げ
る

ム
ッ
シ
ュ
か
ま
や
つ
・
泉
谷
し
げ
る

〜
旧
交
を
温
め
よ
う
か
、
我
が
良
き
友
よ
〜

〜
旧
交
を
温
め
よ
う
か
、
我
が
良
き
友
よ
〜

〜
旧
交
を
温
め
よ
う
か
、
我
が
良
き
友
よ
〜

ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

Ｋ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ×

Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ

※
６
歳
以
上
の
方
か
ら
入
場
可

申
６
月
　
日
午
前
８
時
　
分
か
ら

１８

３０

電
話
で
町
田
市
民
ホ
ー
ル
へ
。

※
初
日
は
電
話
の
み
の
受
付

ふれあいふれあいふれあい

サ
マ
ー
・
ナ
イ
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト

サ
マ
ー
・
ナ
イ
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト

サ
マ
ー
・
ナ
イ
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト

ク
ロ
ー
バ
ー
・
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン

ク
ロ
ー
バ
ー
・
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン

ク
ロ
ー
バ
ー
・
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン

ク
ロ
ー
バ
ー
・
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン

・
ク
ワ
ル
テ
ッ
ト

・
ク
ワ
ル
テ
ッ
ト

・
ク
ワ
ル
テ
ッ
ト

・
ク
ワ
ル
テ
ッ
ト

コンサートコンサートコンサート
※
６
歳
以
上
の
方
か
ら
入
場
可

場
国
際
版
画
美
術
館

定
２
５
０
人
（
申
し
込
み
順
）

申
６
月
　
日
正
午
か
ら
電
話
で
町

１５

田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
辺辺
７
２
４
・
５
６
５
６
）
へ
。

家賃支給の対象になるための主な要件
・２００７年１０月１日以後に離職したこと
・離職前に自らの労働により賃金を得て、主として世帯の生計を維持していた者等であること
・就労能力及び常用就職の意欲があり、公共職業安定所に求職の申し込みを行うこと、または現に行
っていること

・住宅を喪失していること、または喪失するおそれがあること
・申請日の属する月における、申請者及び申請者と生計を一つにしている同居親族の収入額の合計が、
①単身世帯は８万４０００円と家賃額（上限は５万３７００円）を合算した金額未満、②２人世帯は１７万２０００
円以下、③３人以上の世帯は１７万２０００円と家賃額（上限は６万９８００円）を合算した額未満であること

・申請者及び申請者と生計を一つにしている同居親族の預貯金額の合計が、①単身世帯は５０万円以下、
②複数世帯は１００万円以下であること

・国及び地方自治体等が実施する、住居等困窮離職者に実施する貸付や給付を、申請者及び申請者と
生計を一つにしている同居親族が受けていないこと

介護予防サポーター養成講座 日程表
会　場テーマ時　間期　日回

すみれ会館
第1会議室

オリエンテーション、
介護保険と介護予防サ
ポーターについて

午前9時～正午

7月15日（木）1 コミュニケーション講
座
口腔講座

市役所本庁舎
地下特別会議室

栄養講座7月22日（木）2 運動講座
認知症講座

7月29日（木）3 地域における介護予防
サポート活動

町
田
市
長

　

石
阪
丈
一

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
43

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
43

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
43

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
43

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
43

　
す
っ
か
り
夏
に
な
り
ま
し
た
。

ホ
ト
ト
ギ
ス
が
鳴
き
渡
り
、
卯
の

花
が
真
っ
白
い
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
す
。
珍
し
く
「
ツ
ミ
」
を
上
空

に
見
か
け
ま
し
た
。
オ
オ
タ
カ
な

ど
と
同
じ
ワ
シ
タ
カ
科
ハ
イ
タ
カ

属
に
属
し
て
い
ま
す
が
、
キ
ジ
バ

ト
よ
り
小
さ
い
、
最
も
小
型
の
猛

禽
類
で
す
。

　
ツ
ミ
は
、
手
元
の
図
鑑
で
は
、

一
年
中
い
る
「
留
鳥
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
能
ケ
谷
、
広
袴
の
あ

た
り
で
は
、
何
度
か
、
繁

殖
期
に
見
る
程
度
で
、
夏

鳥
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
繁
殖
は
低
い
山
や

住
宅
街
で
も
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。　

　
こ
の
季
節
、
野
鳥
た
ち

は
子
育
て
の
真
っ
盛
り

で
、
隣
家
で
は
ツ
バ
メ
が

せ
っ
せ
と
餌
を
運
ん
で
い

ま
す
し
、
あ
ち
こ
ち
で
、
ス
ズ
メ
、

シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
エ
ナ
ガ
、
ハ
ク

セ
キ
レ
イ
な
ど
の
巣
立
ち
雛
が
、

親
鳥
の
あ
と
を
追
い
か
け
て
飛
び

回
っ
て
い
ま
す
。

　
咲
き
競
う
よ
う
に
樹
木
の
花
も

た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
す
。
卯
の
花

（
ウ
ツ
ギ
）、
エ
ゴ
の
木
、
ガ
マ
ズ

ミ
、
ス
イ
カ
ズ
ラ
、
栗
な
ど
、
白

い
花
を
つ
け
る
も
の
が
多
い
よ
う

で
す
。
柿
や
ザ
ク
ロ
も
た
く
さ
ん

の
花
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
も
、
市
長
、
副
市

長
と
各
部
の
部
長
と
の
「
部
長
の

仕
事
目
標
」
の
目
標
設
定
面
談
が

終
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
「
部
長
の

仕
事
目
標
」
を
始
め
た
の
は
、
私

が
市
長
に
な
っ
た
年
で
、
今
年
は

５
回
目
に
な
り
ま
す
。
部
長
の
個

人
名
が
書
か
れ
、
そ
の
年
度
の

「
達
成
す
べ
き
目
標
」
が
具
体
的

に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
市
役
所
の

仕
事
の
方
向
が
判
り
や
す
い
」、

「
部
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
よ
う

で
良
い
」
な
ど
、
概
ね
好
意
的
な

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
７
月
の
広
報
ま
ち

だ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
内
容
を
掲

載
し
ま
す
。「
部
長
の
仕
事
目

標
」
は
年
度
末
の
「
達
成
度
評

価
」
も
広
報
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
期
末
手
当
に
も
そ
の
評
価
を

反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
顧
客
（
市
民
等
）
か
ら
の
評

価
を
意
識
し
て
い
る
か
、
と
か
、

同
業
他
社
（
他
都
市
、
民
間
企
業

等
）
と
の
比
較
で
は
ど
う
か
な
ど

の
視
点
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
時
間
の
あ
る
と
き
に
は

お
目
通
し
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

曳
映

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

嬰 嬰

　開発によって多量の雨が下水道や河川に集中し、水害の起こりやすい状態になった時、
調整池は雨水を一時的に貯留し、まちを水害から守っています。
　この調整池を保全していくために、平成１７年度から鶴見川流域では、特定都市河川浸
水被害対策法に基づき、保全調整池の指定を行っています。

問上下水道総務課辺辺７２０・１８１９

鶴見川流域における「保全調整池」の指鶴見川流域における「保全調整池」の指定定

平成２１年度に指定した保全調整池
所在地名　称
能ケ谷町神栄ビル保全調整池

広袴二丁目フレッシュタウン
鶴川保全調整池

８
月
　
日
（
水
）

２５

①
午
後
１
時
　
分
　
開
演

３０

②
午
後
４
時
　
開
演

大
人
　
２
０
０
０
円

高
校
生
以
下
　
１
５
０
０
円

（
全
席
指
定
）

９
月
　
日
（
水
）

１５

午
後
６
時
　
分
開
演

３０

４
０
０
０
円
（
全
席
指
定
）

８
月
６
日
（
金
）

午
後
６
時
　
分
開
演

３０

５
０
０
円

有
権
者
が
寄
附
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
辺辺
７
２
４
・
２
１
６
８

政
治
家
の
寄
附
禁
止
強
化
期
間（
６
／
１
～
８
／
　
）
３

これまでに、合計５６か所を指定しています。
管理者や所有者の皆さんのご協力をお願いし
ます。お問い合わせは東京都都市整備局都市
基盤部調整課(辺辺０３・５３８８・３２９８）へ。

都市型水害の多発と不十分だった調整池を守るしくみ

保全調整池に指定されると
①固定資産税が軽減されます（問い合わせは町田市資産税課へ）
②調整池の機能を阻害する行為について法の規制を受けます
　例）調整池の埋め立て、ごみなどの投棄、敷地内での建築物
の設置など
③保全調整池である旨の標識を設置して、広く地域の方にお知
らせします

保全調整池の指定対象
となる調整池の条件
①民間所有
②容量１００㎥以上
③特定都市河川指定
（平成１７年４月１日）以
前に設置
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会

怪

壊

快

会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

会
会
会
会
会
会
会
会
会
会
会
会
会
会
会
会
会
会
会
会

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

解

廻

悔

悔

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

懐
懐
懐
懐
懐
懐
懐
懐
懐
懐
懐
懐
懐
懐
懐
懐
懐
懐
懐
懐
懐
懐
懐
懐
懐
懐
懐
懐
懐
懐
懐
懐
懐
懐

 大
蔵
保
育
園
景
観
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
が
景

観
づ
く
り
に
取
り
組
む
き
っ
か
け

と
な
る
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
ま
す
。

対
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護

者
同
伴
）

日
第
１
回
＝
６
月
　
日
（
土
）
午

１９

後
１
時
～
４
時
、
第
２
回
＝
７
月

　
日
（
土
）
午
後
１
時
～
３
時

２４場
第
１
回
＝
大
蔵
保
育
園
仮
園

舎
、
第
２
回
＝
鶴
川
市
民
セ
ン
タ

ー内
大
蔵
保
育
園
の
色
彩
検
討
に
つ

い
て

講
（
株
）
カ
ラ
ー
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
取
締
役
・
田
邉
学
氏

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

３０
申
６
月
　
日
ま
で
に
電
話
で
ま
ち

１８

づ
く
り
推
進
課
（
辺辺
７
０
９
・
０

６
４
２
）
へ
。

東
京
都
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

対
受
験
地
が
東
京
で
あ
り
、
対
象

と
な
る
資
格
及
び
業
務
で
一
定
の

実
務
経
験
を
満
た
す
こ
と
（
詳
細

は
受
験
要
項
を
参
照
）

試
験
日
　
月
　
日
（
日
）

１０

２４

要
項
配
付
期
間
・
場
所
７
月
　
日
１４

ま
で
・
介
護
保
険
課
（
健
康
福
祉

会
館
分
館
）
ま
た
は
高
齢
者
福
祉

課
（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

※
郵
送
希
望
者
は
３
９
０
円
切
手

を
張
っ
た
、「
角
２
サ
イ
ズ
」
の

返
信
用
封
筒
を
同
封
し
、
東
京
都

福
祉
保
健
財
団
ケ
ア
マ
ネ
試
験
担

当
（
〒
　
―
０
８
２
３
、
新
宿
区

１６２

神
楽
河
岸
１
―
１
、
セ
ン
ト
ラ
ル

プ
ラ
ザ
　
階
）、
ま
た
は
町
田
市

１４

介
護
保
険
課
へ
請
求
し
て
下
さ

い
。

申
簡
易
書
留
で
、
７
月
　
日
ま
で

１４

（
消
印
有
効
）
に
東
京
都
福
祉
保

健
財
団
へ
。

問
介
護
保
険
課
辺辺
７
２
１
・
３
１

１
０

障
が
い
児
就
学
相
談

受
け
付
け
ま
す

　
来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
さ

れ
る
、
何
ら
か
の
障
が
い
や
特
別

な
支
援
を
必
要
と
す
る
お
子
さ
ん

の
た
め
の
、「
就
学
相
談
」
の
申

し
込
み
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け

ま
す
。
都
合
の
よ
い
日
時
に
直
接

会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

　
い
ず
れ
の
日
も
都
合
の
悪
い
方

は
、
電
話
で
指
導
課
へ
ご
連
絡
下

さ
い
。

事
前
説
明
会
６
月
　
日
（
金
）、

２５

午
前
　
時
か
ら
（
参
加
は
任
意
）

１０

受
付
日
７
月
７
日
（
水
）、　
日
１２

（
月
）、　
日
（
火
）、　
日
（
水
）、

１３

２１

　
日
（
金
）、
８
月
４
日
（
水
）、

２３９
日
（
月
）、　
日
（
火
）

１７

時
間
午
前
９
時
～
　
時
　
分
、
午

１１

３０

後
１
時
　
分
～
４
時

３０

場
市
役
所
森
野
分
庁
舎
４
階
会
議

室※
当
相
談
は
、
町
田
市
障
が
い
児

就
学
相
談
委
員
会
に
よ
る
相
談
会

（
９
月
～
　
月
に
実
施
予
定
）
を

１１

通
し
て
、
お
子
さ
ん
の
就
学
に
つ

い
て
、
保
護
者
の
方
と
と
も
に
考

え
て
い
く
も
の
で
す
。

※
母
子
手
帳
・
愛
の
手
帳
・
身
体

障
害
者
手
帳
の
あ
る
方
は
お
持
ち

下
さ
い
。
保
護
者
の
方
の
み
で
の

申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
中
学
校
進
学
に
つ
い
て

の
相
談
は
、
在
学
の
小
学
校
を
通

じ
て
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、
私

立
小
学
校
等
に
在
学
さ
れ
て
い

て
、
都
立
特
別
支
援
学
校
ま
た
は

町
田
市
立
中
学
校
の
特
別
支
援
学

級
へ
進
学
を
お
考
え
の
方
は
、
指

導
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
指
導
課
辺辺
７
２
４
・
２
１
８
０

環
境
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

実
施
し
ま
す

　
市
で
は
毎
年
、
町
田
市
環
境
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
施
策

の
進
み
具
合
や
、
目
標
の
達
成
状

況
な
ど
を
点
検
・
評
価
し
た
「
町

田
市
環
境
白
書
」
を
発
行
し
、
広

く
皆
さ
ん
に
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
環
境
白
書
の
作
成
に
あ
た
っ

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
環
境
施
策

に
対
す
る
評
価
や
、
気
に
な
る
環

境
問
題
に
対
す
る
意
識
な
ど
を
も

と
に
、
施
策
の
点
検
・
評
価
を
行

う
た
め
、
市
内
在
住
の
方
１
０
０

０
人
を
対
象
に
「
環
境
に
関
す
る

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま

す
。
　
お
願
い
す
る
方
に
は
、
ア
ン
ケ

ー
ト
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
下
さ
い
。

問
環
境
総
務
課
辺辺
７
９
７
・
９
６

１
１

韓
国
語
・
中
国
語
・
ス
ペ
イ
ン
語

夏
期
集
中
講
座

受
講
生
募
集

【
は
じ
め
て
の
ハ
ン
グ
ル
（
入
門

コ
ー
ス
）】

日
７
月
　
日
（
金
）
～
８
月
　
日

３０

１２

（
木
）
午
前
　
時
　
分
～
午
後
０

１１

１０

時
　
分
、
全
　
回
（
８
月
１
日

４０

１２

（
日
）、
８
日
（
日
）
を
除
く
）

講
国
士
舘
大
学
講
師
・
崔
唯
美
氏

【
は
じ
め
て
の
中
国
語
（
入
門
コ

ー
ス
）】

日
７
月
　
日
（
金
）
～
８
月
　
日

３０

１２

（
木
）
午
前
９
時
　
分
～
　
時
、

３０

１１

全
　
回
（
８
月
１
日
（
日
）、
８

１２
日
（
日
）
を
除
く
）

講
国
士
舘
大
学
講
師
・
姜
秀
英
氏

【
は
じ
め
て
の
ス
ペ
イ
ン
語
（
入

門
コ
ー
ス
）】

日
８
月
　
日
（
月
）
～
　
日
（
土
）

１６

２８

　
お
祭
り
の
後
の
ご
み
処
理
や
片

付
け
な
ど
で
、
お
困
り
で
は
な
い

で
す
か
。

　
市
で
は
、
ご
み
の
分
別
に
必
要

な
備
品
類
の
無
料
貸
し
出
し
や
、

再
利
用
可
能
な
食
器
を
安
価
で
利

用
で
き
る
制
度
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
夏
祭
り
な
ど
で
ご
み
減
量
に

取
り
組
ん
で
、
お
祭
り
の
あ
と
片

付
け
を
楽
に
し
ま
せ
ん
か
。

　
ご
み
の
分
別
方
式
を
対
面
式
の

回
収
拠
点
に
す
れ
ば
、
そ
の
場
で

き
れ
い
に
ご
み
と
資
源
に
分
別
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
使
い
捨
て
食

器
を
見
直
し
、
繰
り
返
し
使
え
る

食
器
や
リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
食

器
を
使
う
こ
と
で
、
ご
み
を
大
幅

に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
制
度
の
ご
利
用
に
あ
た
り
、
事

前
相
談
や
イ
ベ
ン
ト
当
日
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
派
遣
も
行
っ
て
い
ま

す
。
　
ご
利
用
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
か

ら
は
、「
昨
年
よ
り
ご
み
の
量
が

減
っ
た
」「
あ
と
片
付
け
の
時
間

が
短
縮
さ
れ
た
」
と
好
評
で
す
。

　
お
申
し
込
み
は
町
田
市
リ
サ
イ

ク
ル
公
社
（
辺辺
７
９
７
・
９
６
１

７
）
へ
。

問
ご
み
減
量
課
辺辺
７
９
７
・
０
５

３
０

午
前
　
時
～
　
時
　
分
、
全
　
回

１０

１１

３０

１２

（
８
月
　
日
（
日
）
を
除
く
）

２２

講
上
智
短
期
大
学
講
師
・
ア
リ
シ

ア
・
ヤ
ネ
ツ
氏

◇

定
各
コ
ー
ス
　
人
（
抽
選
）

２０

費
各
コ
ー
ス
１
万
６
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
）
と
町
田
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
年
会
費
２
０

０
０
円

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
・
住
所

・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番

号
・
年
齢
・
会
員
／
非
会
員
の
別
、

返
信
用
に
も
あ
て
名
を
明
記
し
、

町
田
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー（
〒
　１９４

―
０
０
１
３
、
原
町
田
４
―
９
―

８
、
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
４

階
、
辺辺
７
２
２
・
４
２
６
０
）
へ
。

申
込
締
切
韓
国
語
・
中
国
語
講
座

＝
７
月
　
日
、
ス
ペ
イ
ン
語
講
座

１６

＝
７
月
　
日
（
い
ず
れ
も
必
着
）

３０

国
際
理
解
の
た
め
の
懇
談
会

「
シ
ル
ヴ
ィ
さ
ん
」か「
鈴

木
さ
ん
」か
～
呼
称
か
ら

見
た
日
仏
文
化
比
較

　
名
前
、
肩
書
き
な
ど
の
呼
称
を

通
し
て
、
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
の
文

化
を
比
較
し
、
お
互
い
の
国
の
理

解
を
深
め
ま
す
。

日
７
月
　
日
（
日
）
午
後
２
時
～

１１

４
時

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

４５
場
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

申
事
前
に
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
催
し
名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
参
加
人
数
を
明
記
し
、
６

月
　
日
ま
で
（
必
着
）
に
町
田
国

３０
際
交
流
セ
ン
タ
ー（
〒
　
―
０
０

１９４

１
３
、
原
町
田
４
―
９
―
８
、
町

田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
４
階
、
返
７

２
２
・
５
３
３
０
、
辺辺
７
２
２
・

４
２
６
０
）
へ
。

地
域
情
報
誌
「
ま
ち
び
と
」

夏
号
を
発
行
し
ま
し
た
外

　
特
集
は
「
町
田
で
地
域
デ
ビ
ュ

ー
」
で
す
。

※
転
入
者
へ
配
布
す
る
ほ
か
、
希

望
す
る
町
内
会
・
自
治
会
を
通
し

て
の
戸
別
配
布
・
回
覧
、
公
共
施

設
の
窓
口
、
待
合
室
の
あ
る
郵
便

局
・
農
協
・
病
院
・
美
容
院
等
に

置
い
て
い
ま
す
。

問
市
民
協
働
推
進
課
（
辺辺
７
２
３

・
２
８
９
１
）

　
市
税
の
滞
納
処
分
に
よ
り
差
し

押
さ
え
た
不
動
産
の
公
売
を
、
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
入
開
札

の
場
所
に
ご
注
意
下
さ
い
。

公
売
方
法
入
札

入
札
日
時
７
月
６
日
（
火
）
午
後

１
時
～
２
時

開
札
日
時
７
月
６
日
（
火
）
午
後

２
時
２
分
か
ら

場
東
京
都
庁
第
一
本
庁
舎
４
階
第

２
入
札
室

※
公
売
財
産
内
容
や
公
売
案
内
に

つ
い
て
は
、
納
税
課
（
辺辺
７
２
４

・
２
１
２
２
）
に
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。
ま
た
、
町
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

対面式の分別ステーション

リユース・リサイクル容器

不動産公不動産公売売
のの

お知らお知らせせ

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

　今年１０月１日現在で、平成２２年国勢調査が全国一斉に行われます。
　市では、国勢調査員の一次募集を行いましたが、まだ定員に足りません。
市民の皆さんのご応募お待ちしています。
　主な仕事は、担当地域の世帯の確認と世帯への調査票の配布・回収です。
　報酬は、６０世帯の調査区を２調査区担当する場合で、約７０，０００円を見込
んでいます。
　応募は、応募用紙に必要事項を記入のうえ、郵送またはFAXでご応募下
さい。
　なお、応募用紙は郵送しますので、お問い合わせ下さい。また、町田市
ホームページから、FAX用の応募用紙がダウンロードできます。

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢勢調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員国勢調査員のののののののののののののののののののののの
二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集ででででででででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす　二次募集です鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧

問町田市コールセンター辺辺７２４・５６５６
　市政情報課　辺辺７２４・２１０６

イ
ベ
ン
ト
を
エ
コ
に
し
ま
せ
ん
か

イ
ベ
ン
ト
を
エ
コ
に
し
ま
せ
ん
か

相原町、小山町の一部利用可能になる地域
６月２３日（水）供用開始日
６月１４日（月）～２２日（火）
業務課（成瀬クリーンセンター内）図面縦覧期間・場所

くみ取り…３年以内　浄化槽…遅滞なく（１年以内）切替工事の期間
※対象となる方には、戸別訪問や郵送で、切替工事の指定工事店名簿等を配布します。
※切替工事は必ず指定工事店でお願いします。また、費用の一部をお貸しする制度がありま
すので、ご利用下さい。
※町田市の下水道人口普及率は２０１０年４月１日現在で９４．２％です。

問業務課辺辺７２０・１８３３

公共下水道への接続をお願いします　公共下水道への接続をお願いします　公共下水道への接続をお願いします　！！

相原・玉川学園前・多摩境・
鶴川・町田・南町田の各駅周
辺からのご応募お待ちしてい
ます外
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鴎
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子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
催
し

　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
遊
び
を
出

張
し
ま
す
。
大
縄
、
魚
釣
り
、
ス

ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
等
、
み
ん
な
で

遊
び
ま
せ
ん
か
。
直
接
会
場
へ
お

い
で
下
さ
い
。

【
の
び
っ
こ
あ
そ
び
隊
　
小
山
】

in

日
６
月
　
日
（
土
）
午
後
１
時
～

２６

３
時
（
雨
天
中
止
）

場
小
山
白
山
公
園
（
京
王
線
多
摩

境
駅
近
く
）

※
駐
車
場
無

【
の
び
っ
こ
あ
そ
び
隊
　
忠
生
】

in

日
７
月
３
日
（
土
）
午
後
１
時
～

３
時
（
雨
天
中
止
）

ご
参
加
を

ご
参
加
を

ご
参
加
を

場
忠
生
公
園
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
広
場
）

◇

問
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ぱ
お
辺辺
７
７

５
・
５
２
５
８

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

ば

あ

ん

【
料
理
企
画
「
冷
や
し
中
華
＆
ポ

ン
デ
ケ
ー
ジ
ョ
を
つ
く
ろ
う

外
」】

対
市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
生
～

　
歳
の
方

１８日
６
月
　
日
（
日
）
午
前
　
時
～

２７

１１

午
後
１
時

内
お
い
し
い
冷
や
し
中
華
と
ポ
テ

ト
の
お
や
き

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

２０
費
３
０
０
円

申
６
月
　
日
午
前
　
時
か
ら
直
接

１２

１０

ま
た
は
電
話
で
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

ば
あ
ん
（
辺辺
７
８
８
・
４
１
８
１
）

へ
。

　子
ど
も
セ
ン
タ
ー

ぱ

お

【
ク
ッ
キ
ン
グ
「
た
こ
や
き
」
パ

ー
テ
ィ
ー
を
楽
し
も
う
】

対
小
学
生
以
上

日
６
月
　
日
（
日
）
午
前
　
時
～

２０

１１

午
後
１
時

場
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ぱ
お

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

１６
費
２
０
０
円

申
６
月
　
日
午
前
　
時
か
ら
直
接

１１

１０

ま
た
は
電
話
で
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

ぱ
お
（
辺辺
７
７
５
・
５
２
５
８
）

へ
。

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

つ

る

っ

こ

【
①
柿
の
木
文
庫
の
お
は
な
し

会
】

対
幼
児
～
小
学
生
（
幼
児
は
保
護

者
同
伴
）

日
６
月
　
日
（
土
）
午
後
２
時
～

１９

２
時
　
分
４０

内
語
り
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
等

【
②
す
ま
い
る
ク
ッ
キ
ン
グ
～
カ

ン
ト
リ
ー
ビ
ス
ケ
ッ
ト
】

対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
小

学
１
年
生
～
　
歳
の
方

１８

日
６
月
　
日
（
日
）
第
１
回
＝
午

２０

後
１
時
～
２
時
　
分
、
第
２
回
＝

４５

午
後
３
時
～
４
時
　
分
４５

定
各
回
　
人
（
申
し
込
み
順
）

１２

費
２
０
０
円

【
③
川
の
生
き
物
調
査
隊
】

対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
小

学
１
年
生
～
　
歳
の
方

１８

日
７
月
　
日
（
日
）
午
前
　
時
　

１１

１０

１５

分
～
午
後
０
時
　
分
１５

場
鶴
見
川
・
関
山
橋
わ
ん
ど

集
合
・
解
散
場
所
子
ど
も
セ
ン
タ

ー
つ
る
っ
こ

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

２１
費
１
０
０
円

◇

申
①
は
直
接
会
場
へ
、
②
は
６
月

　
日
、
③
は
６
月
　
日
午
前
　
時

１３

１９

１０

か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
つ
る
っ
こ
（
辺辺
７
０
８

・
０
２
３
６
）
へ
。
申
し
込
み
は

本
人
ま
た
は
保
護
者
に
限
り
ま

す
。

玉
川
学
園
子
ど
も
ク
ラ
ブ

こ
ろ
こ
ろ
児
童
館

【
か
つ
ま
た
さ
ん
の
将
棋
教
室
】

対
小
学
生
以
上

日
６
月
　
日
（
水
）
入
門
コ
ー
ス

２３

＝
午
後
３
時
　
分
～
４
時
　
分
、

３０

３０

中
・
上
級
コ
ー
ス
＝
午
後
４
時
　４０

分
～
５
時
　
分
２０

定
各
コ
ー
ス
　
人（
申
し
込
み
順
）

１５

【
シ
リ
ー
ズ
企
画
ビ
オ
・
ト
ー
プ

「
さ
て
、
今
年
は
ど
ん
な
そ
う
め

ん
流
し
か
な
？
」】

対
小
学
生
以
上
（
親
子
で
の
参
加

歓
迎
）

日
６
月
　
日
（
土
）
午
前
　
時
　

１２

１０

２０

分
～
午
後
２
時
　
分
３０

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

３０
費
１
０
０
円

【
Ｍ
ｒ
．
メ
ビ
タ
・
マ
～
の
お
も

し
ろ
造
形
工
作
教
室
「
シ
ュ
ー
ト

で
ス
タ
ー
ト
外
こ
ろ
こ
ろ
坂
道
レ

ー
ス
」】

　
み
ん
な
で
作
っ
た
コ
ー
ス
で
、

ピ
ン
ポ
ン
球
レ
ー
ス
を
し
て
み
よ

う
。

対
小
学
生
以
上

日
６
月
　
日
（
水
）
午
後
４
時
～

１６

５
時

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

３０

◇

問
直
接
ま
た
は
電
話
で
同
館
（
辺辺

７
１
０
・
１
４
７
５
）
へ
。

　大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

ピ
ザ
窯
・
薫
製
箱
利
用

講

習

会

　
こ
の
講
習
を
受
講
し
た
方
は
、

大
地
沢
の
ピ
ザ
窯
・
薫
製
箱
の
個

人
利
用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

対
高
校
生
以
上
の
方

日
６
月
　
日
（
土
）
午
前
　
時
～

２６

１０

午
後
２
時

場
大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

２０
費
３
０
０
円

申
電
話
で
大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ

ー（
辺辺
７
８
２
・
３
８
０
０
）
へ
。

野
津
田
公
園
農
作
業
体
験

サ
ツ
マ
イ
モ
を
育
て
よ
う

日
６
月
　
日
（
日
）
午
前
９
時
～

２０

正
午

内
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
の
植
え
付
け

か
ら
収
穫
ま
で
の
体
験

申
６
月
　
日
ま
で
に

１９

電
話
で
野
津
田
公
園

（
辺辺
７
３
５
・
４
５

１
１
）
へ
。

問
公
園
緑
地
課
辺辺
７

９
３
・
７
６
１
１

　
１
９
６
０
年
代
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
、
中
里
斉
（
な
か
ざ

と
ひ
と
し
、
１
９
３
６
年
生
）
の

展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。
彼
が
生

ま
れ
育
っ
た
の
は
町
田
、
現
在
国

際
版
画
美
術
館
が
建
つ
芹
ヶ
谷
が

遊
び
場
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
今
回
の
展
覧
会
は
、
ゆ
か
り
の

地
で
開
催
さ
れ
る
、
日
本
で
初
め

て
の
大
規
模
な
個
展
で
す
。

　
中
里
斉
は
、
抽
象
表
現
主
義
絵

画
を
制
作
す
る
画
家
が
ひ
し
め
き

合
っ
て
い
た
１
９
６
０
年
代
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、
自
ら
も
フ
ラ
ッ

ト
な
色
面
と
縦
横
の
線
、
円
弧
、

グ
リ
ッ
ド
（
格
子
）
な
ど
を
構
成

し
た
抽
象
版
画
と
タ
ブ
ロ
ー
絵
画

の
制
作
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
の
作
品
を
、
最
初
は
既

成
概
念
の
枠
外
か
ら
と
い
う
意
味

で
、「
線
外
か
ら
」
と
い
う
発
想

で
制
作
し
ま
す
。
ユ
ニ
ー
ク
な
こ

と
に
中
里
斉
氏
は
、
そ
の
発
想
に

江
戸
時
代
の
禅
僧
・
仙
崖
の
禅
画

の
世
界
観
を
重
ね
合
わ
せ
ま
す
。

こ
の
「
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ａ
Ｉ
」
と
い
う

語
呂
合
わ
せ
の
よ
う
な
重
層
的
な

発
想
は
、
時
空
を
超
え
て
、
少
年

時
代
に
町
田
で
見
た
原
風
景
の
イ

メ
ー
ジ
へ
と
発
展
し
た
と
い
い
ま

す
。
　
展
覧
会
で
は
こ
の
ほ
か
に
、
９

・
　
同
時
多
発
テ
ロ
や
、
広
島
に

１１
落
と
さ
れ
た
原
爆
を
テ
ー
マ
と
し

た
作
品
な
ど
を
展
示
し
、
中
里
斉

氏
の
総
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
世
界
を

体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

場
同
館
企
画
展
示
室
１
・
２

会
期
６
月
　
日
（
土
）
～
８
月
８

１９

日
（
日
）

※
月
曜
日
休
館
、
た
だ
し
７
月
　１９

日
（
祝
）
は
開
館
し
、　
日
（
火
）

２０

閉
館

開
館
時
間
火
～
金
曜
日
＝
午
前
　１０

時
～
午
後
５
時
（
入
館
は
４
時
　３０

分
ま
で
）、
土
・
日
曜
日
、
祝
日

＝
午
前
　
時
～
午
後
５
時
　
分

１０

３０

（
入
館
は
５
時
ま
で
）

観
覧
料
一
般
＝
６
０
０
円
、
高
校

・
大
学
生
、　
歳
以
上
の
方
＝
３

６５

０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

※
初
日
（
６
月
　
日
）
は
無
料

１９

関

連

催

事

　
い
ず
れ
も
観
覧
券
を
ご
用
意
の

う
え
、
直
接
２
階
展
示
室
入
口
へ

お
い
で
下
さ
い
。

【
中
里
斉
氏
に
よ
る
フ
ロ
ア
ー
・

レ
ク
チ
ャ
ー
】

日
一
般
向
け
＝
６
月
　
日
（
日
）、

２０

８
月
８
日
（
日
）、
中
学
生
向
け

＝
８
月
６
日
（
金
）
各
日
と
も
午

後
２
時
か
ら
約
１
時
間

【
館
長
・
村
田
哲
朗
に
よ
る
ス
ペ

シ
ャ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク
】

日
７
月
４
日
（
日
）
午
後
２
時
か

ら
約
　
分
４０

【
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト

ー
ク
】

日
６
月
　
日
、
７
月
　
日
、　

２７

１１

２５

日
、
８
月
１
日
（
い
ず
れ
も
日
曜

日
）
午
後
２
時
か
ら
約
　
分
４０

【
美
術
館
で
語
り
あ
お
う
ト
ー
ク

フ
リ
ー
デ
ー
】

　「
鑑
賞
の
た
め
の
静
け
さ
」
よ

り
も
美
術
を
め
ぐ
る
会
話
を
楽
し

ん
で
下
さ
い
。
小
さ
な
お
子
さ
ん

連
れ
の
方
も
お
気
軽
に
お
い
で
下

さ
い
。

日
展
覧
会
初
日
を
除
く
水
・
土
曜

日※
和
菓
子
屋
・
中
野
屋
製
「
ま
ん

じ
ゅ
う
／
ひ
と
し
」
を
喫
茶
け
や

き
で
召
し
上
が
れ
ま
す
。

　
市
で
３
月
分
ま
で
児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
た
方
に
、
移
行
し
た

子
ど
も
手
当
の
現
況
届
を
６
月
　１１

日
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
現
況
届
を
提
出
さ
れ
な
い
場
合

は
、
６
月
分
（
　
月
振
込
予
定
）

１０

か
ら
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

※
町
田
市
で
３
月
分
ま
で
の
児
童

手
当
を
受
給
し
て
い
な
か
っ
た
方

は
、
今
年
度
の
子
ど
も
手
当
現
況

届
の
提
出
は
必
要
な
い
た
め
送
付

し
ま
せ
ん
。

提
出
方
法
現
況
届
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
６
月
　
日
ま
で
に

３０

直
接
ま
た
は
郵
送
で
子
ど
も
総
務

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

課
（
〒
　
―
８
５
２
０
、
中
町
１

１９４

―
　
―
　
）
へ
。
今
年
度
に
つ
い

２０

２３

て
は
、
現
況
届
の
発
送
が
遅
れ
た

た
め
、
７
月
で
も
受
け
付
け
し
ま

す
。

※
各
市
民
セ
ン
タ
ー
等
で
の
受
付

は
行
い
ま
せ
ん
。

※
必
要
書
類
は
現
況
届
の
右
上
に

記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認

下
さ
い
。

　
現
在
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
等

を
対
象
と
し
た
児
童
育
成
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
に
、
現
況
届
を

送
付
し
ま
し
た
の
で
、
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
現
況
届
を
提
出
さ
れ
な
い
場
合

は
、
６
月
分
（
　
月
振
込
予
定
）

１０

か
ら
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

提
出
方
法
現
況
届
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
６
月
　
日
ま
で
に

３０

直
接
ま
た
は
郵
送
で
子
ど
も
総
務

課
（
〒
　
―
８
５
２
０
、
中
町
１

１９４

―
　
―
　
）
へ
。
ま
だ
現
況
届
が

２０

２３

届
い
て
い
な
い
方
は
、
子
ど
も
総

務
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

※
各
市
民
セ
ン
タ
ー
等
で
の
受
付

は
行
い
ま
せ
ん
。

※
添
付
書
類
の
提
出
が
必
要
な
場

合
は
、
現
況
届
の
右
上
に
提
出
書

類
の
記
載
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確

認
下
さ
い
。

◇

問
町
田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
辺辺
７

２
４
・
５
６
５
６
、
子
ど
も
総
務

課
（
子
ど
も
手
当
て
＝
辺辺
７
２
４

・
２
１
３
９
、
児
童
育
成
手
当
＝

辺辺
７
２
４
・
２
１
４
３
）

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里里　斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉斉展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展

モダニズム・ニューヨーク
⇔原風景・町田 国

際
版
画
美
術
館
の
催
し

国
際
版
画
美
術
館
の
催
し

 

問
辺辺
７
２
６
・
２
７
７
１

同時開催

【素朴な美―フラン
スの民衆版画】
日６月１６日（水）～９月
２６日（日）
場同館・常設展示室

画像が過程　#８　１９８９年

子
ど
も
手
当
現
況

届
を
送
付
し
ま
す

児
童
育
成
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方
へ
～
現
況
届
の
提
出
を
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 第
　
回
く
ら
し
を
守
る
市
民
の
集
い

３５ま
ち
だ
の
生
活
者
展

　
く
ら
し
に
役
立
つ
メ
ニ
ュ
ー
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
申
し
込
み
の
必
要
な
い
催
し
に

つ
い
て
は
、
直
接
会
場
へ
お
い
で

下
さ
い
。

日
７
月
２
日
（
金
）、
３
日
（
土
）

午
前
　
時
～
午
後
４
時
　
分
（
受

１０

３０

付
は
午
後
４
時
ま
で
）

場
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
３
階

内
食
や
環
境
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し

た
パ
ネ
ル
展
示
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ

た
応
急
救
護
体
験
、
消
費
者
ク
イ

ズ
、
介
護
相
談
、
栄
養
相
談
、
住

ま
い
の
よ
ろ
ず
相
談
、
町
田
の
新

鮮
野
菜
販
売
な
ど
。
ホ
ー
ル
催
し

・
体
験
等
は
左
表
参
照

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
辺辺
７
２
５

・
８
８
０
５

自
然
休
暇
村

川
上
村
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー

　
八
ヶ
岳
山
麓
の
一
角
標
高
約
１

５
０
０
ｍ
の
涼
し
い
高
原
で
、
ゴ

ル
フ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
二
つ
の
ゴ
ル
フ
場
で
プ
レ
ー
を

満
喫
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
で
の
申
し
込
み
も
大

歓
迎
で
す
。
賞
品
等
多
数
用
意
し

て
い
ま
す
。

日
９
月
２
日
（
木
）
～
３
日
（
金
）、

宿
泊
＝
町
田
市
自
然
休
暇
村

※
午
前
８
時
　
分
ま
で
に
現
地
集

３０

合定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

４４
費
１
人
２
万
８
０
０
円
（
宿
泊

料
、
プ
レ
ー
代
、
食
事
代
、
保
険

料
等
を
含
む
）

※
８
月
　
日
以
後
の
取
り
消
し

２３

は
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
必
要
で
す
。

申
電
話
で
町
田
市
自
然
休
暇
村

（
錆
０
１
２
０
・
　
・
２
８
３
８
）

５５

へ
。ひ

な

た

村

　
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

【
ひ
な
た
村
シ
ア
タ
ー
】

日
６
月
　
日
（
日
）
午
前
　
時
　

２０

１０

３０

分
上
映
開
始

内
「
グ
ー
フ
ィ
ー
の
野
球
教
室
」

「
ト
ッ
ピ
イ
と
森
の
仲
間
た
ち
」

「
ジ
ャ
ン
グ
ル
大
帝
・
約
束
」

【
ぶ
ら
っ
と
工
作
デ
ー
～
画
び
ょ

う
と
磁
石
で
操
る
ダ
ン
ス
人
形

外
】

対
市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
生
以

上
と
そ
の
家
族
（
子
ど
も
の
み
の

参
加
も
可
）

日
６
月
　
日
（
土
）
午
後
１
時
　

２６

３０

分
～
３
時
　
分
受
付

３０

◇

場
ひ
な
た
村

問
ひ
な
た
村
辺辺
７
２
２
・
５
７
３

６町
田
市
民
文
学
館

２
歳
児
あ
つ
ま
れ
外

夏
を
あ
そ
ぼ
外

　
ち
ょ
っ
と
早
い
け
ど
、
夏
（
ら

し
さ
）
を
テ
ー
マ
に
、
紙
芝
居
や

わ
ら
べ
う
た
な
ど
、
耳
か
ら
聞
く

こ
と
ば
の
リ
ズ
ム
を
楽
し
み
な
が

ら
遊
び
ま
す
。

　
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

対
現
在
２
歳
の
子
と
そ
の
親
、
祖

父
母

日
６
月
　
日
（
水
）
午
前
　
時
　

３０

１０

３０

分
～
　
時
　
分

１１

３０

場
同
館
２
階
大
会
議
室

問
同
館
辺辺
７
３
９
・
３
４
２
０

自
然
豊
か
な
大
地
沢
で
環
境
に
優

し
い
エ
コ
キ
ャ
ン
プ
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か

　
豊
か
な
自
然
の
中
で
、
エ
コ
キ

ャ
ン
プ
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

対
テ
ン
ト
及
び
寝
具
を
持
参
で
き

る
団
体
、
個
人

※
事
業
実
施
要
項
の
要
件
（
利
用

者
自
ら
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し

て
、
環
境
美
化
等
の
取
り
組
み
を

す
る
こ
と
）
を
満
た
す
こ
と
が
必

要
で
す
。
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

日
７
月
１
日
（
木
）
～
９
月
　
日
３０

（
木
）
の
う
ち
６
泊
７
日
以
内

場
大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

区
画
数
テ
ン
ト
　
張
分
（
抽
選
）

１５

申
６
月
　
日
ま
で
に
電
話
で
大
地

１８

沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
辺辺
７
８
２

・
３
８
０
０
）
へ
。
６
月
　
日
以

１９

降
は
、
空
き
枠
分
を
受
け
付
け
ま

す
。

　ま
ち
だ
中
央
公
民
館

市

民

講

座

【
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
魅
力
】

　
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
と
い
う
楽
器

の
歴
史
・
仕
組
み
・
構
造
な
ど
に

つ
い
て
学
び
、
制
作
し
て
い
る
過

程
を
見
学
し
ま
す
。
最
終
日
に

は
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
演
奏
を

聴
き
ま
す
。

　
下
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
（
全

３
回
）。

対
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

定
　
人
（
抽
選
）

２５
申
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
を
記
入

し
、
６
月
　
日
ま
で
（
消
印
有
効
）

２３

に
ま
ち
だ
中
央
公
民
館
（
〒
　
―
１９４

０
０
１
３
、
原
町
田
６
―
８
―

１
、「
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
魅
力
」

係
）
へ
。

問
同
館
辺辺
７
２
８
・
０
０
７
１

高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

　
下
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

対
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
で
市
内
在
住

の
　
歳
以
上
の
方

６５
場
わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田

定
各
　
人
（
抽
選
、
結
果
は
６
月

２０

　
日
ご
ろ
発
送
）

２５費
通
常
コ
ー
ス
２
０
０
０
円
、
ゆ

っ
く
り
コ
ー
ス
２
２
０
０
円

申
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１
枚
）
に

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
電

話
番
号
・
年
齢
・
コ
ー
ス
番
号
（
第

２
希
望
ま
で
）
を
明
記
し
、
６
月

　
日
ま
で
（
必
着
）
に
町
田
市
シ

１８ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
〒
　
―
１９４

０
０
２
２
、
森
野
１
―
１
―
　
、
１５

わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田
内
）
へ
。

※
町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
独
自
で
も
講
習
会
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
詳
細
は
町
田
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
辺辺
７
２
３
・

２
１
４
７
）
へ
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

問
高
齢
者
福
祉
課
辺辺
７
２
４
・
２

１
４
６

高齢者パソコン講習会予定表
時間曜日実施日コース名コース

番号

午前９時
～正午

月･水･金５･７･９･１２･
１４･１６日

７月

ゆっくり
月水金コース

午前

１０

火･木･土６･８･１０･１３･
１５･１７日

ゆっくり
火木土コース１１

月～金２６～３０日通常コース１２

※ゆっくりコース＝通常の５日分を６日にわけ、かつ１日ずつ間を空けゆっくり
勉強するコース
※通常コース＝１日に３時間ずつ５日間連続で行う通常のコース

市民講座「パイプオルガンの魅力」日程表
会　場講　師内　容時　間期　日

まちだ中央公民館視聴覚室

松崎譲二氏

パイプオルガンの仕組み午前１０時～正午７月３日
（土） ㈱マナ・オルゲルバウ工房見学午後１時３０分～

４時３０分

まちだ中央公民館視聴覚室オルガンの歴史午前１０時～正午１０月２日
（土）

相模中央キリスト教会演奏＝パヴェル・
コホウト氏コンサート午後４時から１１月１４日

（日）
※７月３日は、午前中の講義後、こちらで用意したバスで㈱マナ・オルゲルバウへ移動します。工房見学
後、再び戻り、公民館で解散となります。

※１１月１４日のコンサートは、現地集合・現地解散になります。開始時刻の３０分前にはおいで下さい。場合に
よっては、立見になる可能性があります。

くらしを守る市民の集い～まちだの生活者展　催し物、実習・体験の詳細
会場日時／定員／申し込み等催し名／講師

ホール

７月２日（金）午後１時３０分～３時３０分
／１８８人（申し込み順）／６月１１日正午か
ら電話で町田市コールセンター（緯緯７２４・
５６５６）へ／保育（２歳から就学前、人数
に限り有）希望の方は申し出を

講演会「なにを食べたらい
いの？　～食品添加物は魔
術師」／安部司氏（『食品
の裏側』著者）

ホ
ー
ル
催
し

７月３日（土）午前１０時１０分～午後０時
１０分／直接会場へ

セミナー「相続・遺言の知識と遺言書の書き
方～相続・遺言の知識を正しく理解し、間
違いのない遺言書の作成を」／ファイナン
シャル･プランナー・小松久男氏

７月３日（土）　午後１時１０分～午後２時
４０分／直接会場へ

セミナー「子供の金銭教育どう伝えていま
すか？～子供を独り立ちさせるのは、子供
の幸せであり親の幸せでもあります」／フ
ァイナンシャル・プランナー・清田裕理氏

和室

７月２日（金）午前１０時３０分～午後０時
３０分／３０人（申し込み順）／３００円／６月
１１日正午から電話で町田市コールセンタ
ー（緯緯７２４・５６５６）へ／保育（２歳から就
学前、人数に限り有）希望の方は申し出
を

エコ布ぞうり作り講習会

実
習
・
体
験

和室

７月３日（土）①午前１０時３０分～正午②
午後１時３０分～３時／各回３０人（申し込
み順）※小学生対象／６月１１日正午から
電話で町田市コールセンター（緯緯７２４・
５６５６）へ

子ども環境講座～キミもわくわく地球防衛
隊鎧ｉｎまちだ

多目的実習室７月３日（土）午前１０時～午後３時３０分
／直接会場へ

からだの点検していますか？「骨密度測定」
「乳がんモデル展示」

男女平等推進
センター
活動室

７月２日（金）午後１時３０分～４時／２５
人（先着順）

町田市男女平等推進センター共催シネマで
トーク「折り梅」　脚本・監督＝松井久子、主
演＝原田美枝子、吉行和子で描く家族の絆
の物語（２００１年作品）

ホール前
ロビー

７月２日（金）、３日（土）午前１０時３０分
～午後４時

こどもから大人まで楽しめる折り紙コーナ
ー

家
寡

加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加
加

家 寡加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

　さがまちコンソーシアム大学では、学びの楽しさを伝えていきたいと願いなが
ら、暮らしに役立つ講座や社会的な課題の解決など、身近にある話題をテーマに
さまざまな講座を提供していきます。７月～９月の講座をご案内します。詳細
は、町田市・相模原市内の各センター、公民館などにある講座案内をご覧下さい。

対象／定員／費用日　時／会　場講座名
大学生以上／５０人
／１０００円

７月３日（土）、１０日（土）各日とも午後１
時～３時、全２回／相模女子大学ハラスメントの倫理

高校生以上／３０人
／２５００円

７月４日～８月１日の毎週日曜日、午後１
時３０分～３時、全５回／相模原市立図書館
集会室

健康に役立つ東洋医学

小学生とその保護
者／２０組（４０人）
／１組５００円

７月２４日（土）午後１時～４時／青山学院
大学相模原キャンパス

親子でピクトグラム
うちわを作ろう

各２０人／５００円

町田会場＝７月３１日（土）午前１０時～１１時
３０分／町田市教育センター
相模原会場＝７月３１日（土）午後２時～３
時３０分／相模原市横山公園

犬との素敵な暮らし方講座
あなたの犬もスーパードッグ

高校生以上／４０人
／５００円

７月３１日（土）午前１０時～１１時３０分／町田
市民フォーラム農医連携の科学Ⅱ

中学生以上／２０人
／１０００円

７月３１日（土）、８月１日（日）各日とも午
後２時～６時、全２回／相模原市杜のホー
ル

テクノ手芸をはじめよう

小学生／３０人／
５００円

７月３１日（土）午後１時～４時／青山学院
大学相模原キャンパススクラッチをはじめよう

小学４～６年生／
２０人／５００円

８月８日（日）午前１０時～午後３時３０分／
相模原市嵐山周辺ウオークモリー

大学生以上／３０人
／５００円

８月８日（日）午後１時～３時／相模女子
大学 瞑 想入門

めい

小学生／２０人／
５００円

８月６日（金）午後１時～４時／青山学院
大学相模原キャンパス

手がるにアート外みんなで
フロッタージュをしよう

小学生とその保護
者／２０組（４０人）
／１組５００円

８月１５日（日）午前１０時～正午／町田市鶴
見川大正橋スロープ川で遊ぶ身近な自然

小学生／２０人／
５００円

８月２８日（土）午後１時３０分～４時／芹ヶ
谷公園めざせ鎧しぜんマスター☆

大学生以上／３０人
／２０００円

８月２８日～９月１８日の毎週土曜日、午前９時
３０分～１１時３０分、全４回／ソレイユさがみ

だれでもわかるカウンセリング
－ステップアップをめざして－

大学生以上／２０人
／１５００円

９月１８日（土）～２０日（祝）午後１時～５
時、全３回／麻布大学

乗馬活動サポーター
育成講座

申町田市・相模原市内公共施設（各センター、公民館など）で配布する「講座案内パンフレット」
内の受講申込書に記入し、郵送、ＦＡＸまたはＥメールで、６月３０日まで（消印有効）にお申し
込み下さい（受講申込書はさがまちコンソーシアムのホームページからダウンロードできます）。
問さがまちコンソーシアム事務局（〒２５２－０３８３　相模原市南区文京２－１－１、相模女子大学内、
☎☎７４７・９０３８　返７０３・８５３６　遍info@sagamachi.jp　ホームページhttp://sagamachi.jp/）、月～金曜
日（祝日を除く）午前９時～正午、午後１時～５時、町田市企画政策課☎☎７２４・２１０３

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２０００００００００００００００００００００１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１０００００００００００００００００００００年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「さささささささささささささささささささささがががががががががががががががががががががまままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちコココココココココココココココココココココンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講しししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままま２０１０年度「さがまちコンソーシアム大学」開講しますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
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 第
５
回
公
民
館
・
東
京
女
学
館
大

学
共
催
講
座

グ
ロ
ー
バ
ル
に
考
え
る

　
世
界
の
様
々
な
国
で
起
き
た
で

き
ご
と
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　
左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

場
ま
ち
だ
中
央
公
民
館

定
各
　
人
（
申
し
込
み
順
）

５０

申
６
月
　
日
ま
で
に
電
話
で
町
田

３０

市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
辺辺
７
２
４

・
５
６
５
６
）
へ
。

問
ま
ち
だ
中
央
公
民
館
辺辺
７
２
８

・
０
０
７
１

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

　鶴
見
川
源
流
域
保
水
の
森
づ
く
り

体
験参

加
者
募
集

　
鶴
見
川
源
流
域
の
保
水
の
森

で
、
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
に

つ
い
て
、
学
び
、
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
７
月
３
日
（
土
）
午
前
９
時
　３０

分
～
午
後
４
時

※
雨
天
の
場
合
は
、
学
習
会
の
み

実
施

場
学
習
会
＝
小
山
田
桜
台
集
会

所
、
体
験
＝
鶴
見
川
源
流
域

※
午
前
９
時
　
分
に
小
山
田
桜
台

３０

集
会
所
に
集
合

内
慶
應
義
塾
大
学
教
授
・
岸
由
二

氏
に
よ
る
「
自
然
と
谷
戸
山
管

理
」、
鶴
見
川
源
流
域
保
水
の
森

散
策
、
竹
の
伐
採
作
業
体
験

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

２０
申
６
月
　
日
ま
で
に
電
話
で
北
部

２８

丘
陵
整
備
課
（
辺辺
７
２
４
・
２
１

６
４
）
へ
。

 ●
大
賀
 藕
  絲
 館
の
お
知
ら
せ

ぐ
う
 
し

問
同
館
辺辺
７
９
７
・
１
６
１
６
、

返
７
９
７
・
６
２
１
５

【
紅
花
祭
】

日
６
月
　
日
、　
日
午
前
　
時
～

２４

２５

１０

午
後
３
時
場
同
館
内
紅
花
摘
み
体

験
ほ
か
お
土
産
付
き
１
０
０
０
円

セ
ッ
ト
あ
り
、
紅
花
料
理
や
お
菓

子
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す

【
作
業
協
力
者
募
集
】

　
障
が
い
の
あ
る
方
と
と
も
に
紅

花
の
染
料
を
作
る
作
業
を
し
ま
す

日
６
月
　
日
～
７
月
８
日
の
平

２１

日
、
午
前
９
時
～
午
後
３
時
場
同

館
申
６
月
　
日
ま
で
に
電
話
で
同

１８

館
へ

●
町
田
商
工
会
議
所
の
お
知
ら
せ

【
医
療
事
務
講
座
（
資
格
の
大
原

と
の
提
携
講
座
）】

内
教
室
通
学
＝
３
級
講
座
（
９
月

　
日
開
講
）、
２
級
講
座
（
　
月

１８

１１

　
日
開
講
）、
映
像
通
学
＝
各
級
、

１３す
ぐ
に
で
も
学
習
開
始
可
能
場
資

格
の
大
原
町
田
校
費
３
級
＝
１
万

７
１
０
０
円
、
２
・
３
級
セ
ッ
ト

＝
４
万
２
７
５
０
円
、
１
～
３
級

セ
ッ
ト
＝
８
万
５
５
０
０
円
（
初

め
て
大
原
で
受
講
さ
れ
る
方
は
、

入
学
金
６
０
０
０
円
が
別
途
必

要
）
説
明
会
６
月
　
日
、
７
月
　

１９

２４

日
い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
「
資

格
の
大
原
町
田
校
」
で
実
施
問
同

所
辺辺
７
２
２
・
３
５
９
４

●
平
成
　
年
度
東
京
都
公
認
の
知

２２

的
障
が
い
者
（
児
）
移
動
支
援
従

業
者
養
成
研
修

　
市
内
の
事
業
所
で
使
え
る
、
ガ

イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
資
格
が
取
得
で
き

る
講
座
で
す
日
７
月
　
日
午
前
９

１０

時
～
午
後
４
時
　
分
、　
日
午
前

１５

１１

９
時
～
午
後
５
時
／
７
月
　
日
～

１２

８
月
　
日
の
間
に
実
習
（
１
日
）

１０

有
場
町
田
か
た
つ
む
り
の
家
（
野

津
田
町
）
費
１
万
円
（
高
校
生
は

５
０
０
０
円
）
申
６
月
　
日
か
ら

２８

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
白
峰
福
祉

会
（
辺辺
７
３
６
・
６
２
０
４
、
返

７
３
６
・
６
２
７
４
）
へ

●
東
京
都
福
祉
保
健
局
か
ら
の
お

知
ら
せ
　
非
常
勤
看
護
師
募
集

対
看
護
師
免
許
を
有
す
る
　
歳
以

６０

下
の
方
で
、
東
京
都
在
宅
重
症
心

身
障
害
児
（
者
）
訪
問
事
業
（
東

京
都
委
託
事
業
）
の
従
事
者
訪
問

場
所
町
田
市
及
び
そ
の
周
辺
地
域

問
全
国
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）

を
守
る
会
辺辺
０
４
２
・
５
６
７
・

５
９
０
０

●
町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

登
録
団
体
・
ま
ち
だ
実
験
し
隊

「
見
え
な
い
空
気
を
見
つ
け
て
み

よ
う
」
実
験
教
室
参
加
者
募
集

対
年
長
園
児
～
小
学
３
年
生
（
園

児
は
要
相
談
）
日
６
月
　
日
午
前

２６

　
時
～
正
午
場
町
田
市
民
フ
ォ
ー

１０ラ
ム
申
６
月
　
日
ま
で
に
Ｅ
メ
ー

２０

ル
で
「
ま
ち
だ
実
験
し
隊
」（y-   

ibento@jcom.home.ne.j

                     p  ）
へ

●
町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

登
録
団
体
・
劇
団
こ
こ
２
０
１
０

夏
公
演
「
フ
ェ
イ
ス
チ
ェ
ン
ジ
」

　
直
接
会
場
へ
日
６
月
　
日
＝
午

１９

後
２
時
、
午
後
６
時
　
分
か
ら
、

３０

　
日
＝
午
後
２
時
か
ら
場
町
田
市

２０民
フ
ォ
ー
ラ
ム
費
大
人
＝
１
０
０

０
円
、
高
校
生
以
下
＝
５
０
０
円

問
辺辺
０
９
０
・
２
４
１
２
・
９
６

４
０

●
町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

登
録
団
体
・
手
話
サ
ー
ク
ル
ま
ち

だ
「
夏
休
み
手
話
教
室
～
家
族
　de

手
話
」

対
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保

護
者
（
子
ど
も
の
み
の
参
加
も

可
）
日
７
月
　
日
午
前
　
時
～
正

２９

１０

午
場
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
申
６

月
　
日
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

３０
Ｘ
で
手
話
サ
ー
ク
ル
ま
ち
だ
（
辺辺

返
７
２
３
・
１
２
１
７
）
へ

 ●
昭
和
薬
科
大
学
薬
用
植
物
園
・

薬
草
教
室
「
か
ぜ
症
候
群
に
用
い

る
漢
方
処
方
に
配
合
さ
れ
る
薬
用

植
物
に
つ
い
て
（
１
）」

　
直
接
会
場
へ
日
６
月
　
日
午
後

１９

１
時
　
分
～
３
時
（
午
前
　
時
か

３０

１０

ら
午
後
４
時
ま
で
薬
用
植
物
園
を

開
放
）
場
同
大
学
薬
用
植
物
園

（
東
玉
川
学
園
３
丁
目
）
問
同
大

学
薬
用
植
物
園
辺辺
７
２
１
・
１
５

８
５
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宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

　町
田
第
一
中
学
校
温
水
プ
ー
ル

開
放
時
間
の
変
更

　
町
田
第
一
中
学
校
温
水
プ
ー

ル
は
学
校
行
事
の
た
め
、
次
の

と
お
り
開
放
時
間
が
変
更
に
な

り
ま
す
。

日
６
月
　
日
（
土
）

１９

利
用
で
き
る
時
間
午
後
６
時
　３０

分
～
午
後
９
時

問
開
放
時
間
内
＝
町
田
一
中
開

放
プ
ー
ル
管
理
事
務
所
辺辺
７
２

７
・
７
０
０
９
、
開
放
時
間
外

＝
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
辺辺
７
２
４

・
４
０
３
６

「グローバルに考える」　日程表

講　師テーマ日　時

東京女学館大学准教授
符儒徳氏グローバル化における情報と文化７月３日（土）

午後１時３０分～３時３０分

東京女学館大学教授
医王秀行氏イスラム世界とモスク７月１１日（日）

午後１時３０分～３時３０分

東京女学館大学教授
ジェームス・ロバーソン氏沖縄における音楽と記憶：戦争、平和、移民７月２５日（日）

午後１時３０分～３時３０分

スポーツ施設からのお知らせ
申し込み対　象日時／内容／費用／定員種目・教室名施設名

往復ハガキ（１人１枚）に
教室名・コース名・住所・
氏名（ふりがな）・電話番号
・年齢、返信用にもあて先
を明記し、６月１７日まで（消
印有効）に室内プールへ

小学１年生～６年生の初心
者
※前回参加の受講月とクラ
スの色、初めての方は分か
る範囲で、お子さんの泳力、
「初参加」と記入

７月１日～１５日の毎週木曜日（全３回）
Ａ＝午後４時１０分～５時、Ｂ＝午後５
時１０分～６時／もぐれないから浮き
身、キック、クロール、背泳ぎ２５ｍ完
泳を目指す／２，４００円／各４０人（抽選）

小学生スクールＡ・Ｂ
室内プール

（〒１９４−０２０３
図師町１９９−１
辺辺７９２・７７６１）

団体名・種目または内容・
代表者の住所・氏名（ふり
がな）・電話番号を明記し、
６月３０日まで（必着）に
FAXで町田市リズム運動
サークル事務局（返・辺辺７３４
・１２９０）へ

競技をしない体操、及びそ
れに準ずるものを発表でき
るグループ

１１月２０日午後２時～４時３０分／１人
１，０００円、高校生以下無料／連絡会議を
９月４日午後３時３０分からサン町田旭
体育館（旭町３−２０−６０）で実施

まちだ体操祭総合体育館
（〒１９４−００４５
南成瀬５−１２
辺辺７２４・３４４０）

実施要項参照で６月２８日午
後５時までに総合体育館へ

町田市小・中学校の同一学
区内に居住する既婚の家庭
婦人で構成されたチーム

７月２４日午前９時１０分から受付、７月
２日に代表者会議有（費用徴収）／９
人制グループ戦／１チーム５，０００円

町田市学区
ママさんバレーボール大会

体育協会からのお知らせ 問体育協会事務局（〒１９４－００４５　南成瀬５－１２　辺辺７２４・３４４３）
申し込み対　象日時／会場／内容／費用種目・教室名

直接会場へ市内在住、在勤、在
学の１６歳以上の方

６月１９日正午～午後３時／総合体育館／初心者実技指導（自由練習も可、
貸弓具が必要な方は事前に電話で町ア協辺辺７３４・０３２１へ）／６００円アーチェリー講習会

直接会場へ
市内在住、在勤、在
学の小学生以上の方
及び会員

６月２０日午前８時５０分ＪＲ横浜線町田駅前（中央口）集合／町田駅前～薬
師池公園（昼食）～薬師ケ丘バス停（９㎞ゴール、１２㎞ゴール）～玉川学
園前駅前、行程１７㎞／５００円／持ち物＝弁当、水筒、雨具等

市民ウォーキング
「あじさいと菖蒲」

実施要項参照
で申込日６月
２５日

市内在住、在学の小・
中学生、高校生

７月１８日午前９時受付／総合体育館／男女とも①ジュニアシングルス（高
校生以下）②カデットシングルス（中学２年生以下）／１人５００円

ジュニア・カデット卓球
個人選手権大会

実施要項参照
で申込日７月
２日

市内在住、在学の小
学４年生～中学３年
生

７月１１日午前９時受付（予備日＝７月１８日）／成瀬クリーンセンターテニ
スコート／小学生低学年の部・小学生高学年の部（男子の部、女子の部）・
中学１年男子の部・女子の部、中学２年男子の部・女子の部、中学３年男
子の部・女子の部／１人５００円

ジュニア
ソフトテニス選手権

実施要項参照
で申込日７月
１６日

小学１年生～中学３
年生

７月３０日午前９時集合／メガロス町田（森野２−２−４５）／水泳、自転車（エ
アロバイク）、ランニング（マシン）の３競技／１人１，０００円

ジュニア・インドア
トライアスロン大会

実施要項参照
で申込日７月
１３日

市内在住、在学の小・
中学生、高校生

８月８日午前９時受付／総合体育館／シングルス個人戦、小学生１・２年
生の部、３・４年生の部、５・６年生の部、中学生男子の部・女子の部、
高校生男子の部・女子の部／小学生無料、中学生５００円、高校生８００円

バドミントンジュニア大会

実施要項、申込用紙は総合体育館とサン町田旭体育館にあります。また、町田市体育協会のホームページ（http://www.machida-taikyo.com）から
ダウンロードもできます／会員の費用は変わる場合があります／詳細はホームページまたは直接町田市体育協会へお問い合わせ下さい。

宛 姐鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵
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広　

告　

欄

お
問
い
合
わ
せ
は

広
報
広
聴
課
辺辺
７
２
４
・
２
１
０
１

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院
 （中町１−１１−１１　辺辺７２８・１１１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
　１０時２０分：薬師台青空公園、藤の台住宅管理組合前
　１０時３０分：小山ヶ丘一丁目
　２時　　：小山田桜台
　２時１０分：忠生公園内駐車場
　３時１０分：都営八幡平アパート
　３時２０分：木曽学童保育クラブ前、シーアイハイツ

町田

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝辺辺７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～正午、１時～３時　電話相談のみ
受け付け＝辺辺７２９・５０７０　◯問 町田市社会福祉協議会辺辺７２２・
４８９８）

６／

１１
金

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“図師・桜台線”“バスセンター・境川公社
住宅線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町田病院
 （木曽東４−２１−４３　辺辺７８９・０５０２）１２

土

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“玉川学園・本町田線”“市役所・森野線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　渇内科系　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　辺辺７９７・１５１１）
　渇外科系　つくし野外科胃腸科
 （つくし野３−４−８　辺辺７９５・５８２１）
　　　　　　町田病院
 （木曽東４−２１−４３　辺辺７８９・０５０２）
★休日耳鼻咽喉科急患診療（午前９時～午後５時）
　あいの耳鼻咽喉科医院
 （木曽町４９９−１５　辺辺７２５・１１０８）
★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会
館内（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、
事前に電話で連絡を＝辺辺７２５・２２２５）

★当番医（午前９時～午後５時）
　渇小阪内科クリニック◯内 ◯小 
 （金森１７９３−１１　辺辺７９９・３９３３）
　渇栗原クリニック◯内 
 （原町田６−２１−２８　辺辺７２８・５３３７）
　渇ほづみ小児科医院◯小 
 （南大谷１４２６−１３８　辺辺７２８・０２７５）
　渇田村胃腸科内科クリニック◯内 
 （能ケ谷町５０１２−１７　辺辺７３５・５６６７）
　渇黒沢クリニック◯内 ◯小 
 （上小山田町４４３−１０　辺辺７９７・６６００）

１３
日

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“中町・本町田線”“バスセンター・境川公
社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
 （下小山田町１４９１　辺辺７９７・１５１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
　３時　　：金井関山公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）１４
月

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田慶泉病院
 （小川１５４６−２　辺辺７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
　１０時２０分：小山白山公園、境川団地市場前、上宿公

園
　１時５０分：総合体育館駐車場入口
　２時　　：四つ木橋公園、小山田会館
　３時　　：つくし野セントラルパーク
　３時１０分：能ケ谷いずみ公園、谷戸クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○国税相談〈所得税・相続税など国税全般について〉（毎月
第３火曜日１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制、
次回分まで受け付け＝辺辺７２４・２１０２）１５

火

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“薬師台・木倉・緑山線”“藤の台・木曽線”
☆国際版画美術館市民展示室（～２０日　テン
ダーハウス・パッチワークサークル展　◯問 
山田辺辺７９１・２４５２）

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田病院
 （木曽東４−２１−４３　辺辺７８９・０５０２）
□移動図書館車「そよかぜ号」
　１０時２０分：成瀬熊ケ谷戸公園、鶴川さくら病院
　１０時３０分：町田荘
　２時　　：鶴川台緑の里公園、三輪第一住宅前、小

山市民センター横
　３時　　：鶴川駅前五反田公園、三輪沢谷戸かえで

公園
　３時２０分：小山ヶ丘小学校前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝辺辺７２４・
２１０２）１６

水

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“図師・桜台線”“バスセンター・境川公社
住宅線”

☆町田市フォトサロン１階展示室（～２１日　
６人展「６人展写真作品展」）／２階展示室
（～２１日　佐藤昭一「皇居逍遥」）　◯問 町田市
フォトサロン辺辺７３６・８２８１）

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　ふれあい町田ホスピタル
 （小山ヶ丘１−３−８　辺辺７９８・１１２１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
　１時５０分：都営中里橋アパート内公園
　２時　　：小野路公会堂、小山観音谷戸
　３時　　：薬師ケ丘住宅、かしのみ公園
　３時３０分：相原中央公園
★町田市障がい者歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、完全予
約制のため必ず事前に電話で連絡を＝辺辺７２５・２２２５）

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○登記相談〈不動産や会社登記など登記全般について〉（１
時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝辺辺７２４・２１０２）

○母性保健・母乳育児相談（１０時～正午、１時～３時　健
康福祉会館　助産師による相談　来所相談・乳房マッサ
ージ要予約　電話相談も受け付け＝辺辺７２５・５４１９）

○なんでも健康・栄養相談（９時１５分～１０時３０分、１時１５
分～３時　健康福祉会館　◯問 健康課辺辺７２５・５１７８）

１７
木

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“高ケ坂・成瀬線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院
 （中町１−１１−１１　辺辺７２８・１１１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
　１０時２０分：藤の台球場
　１０時３０分：セルシオヒルズすずかけ台、マイライフ

尾根道
　２時　　：馬場児童公園前、南町田ハイタウン前、

鶴間風の子公園
　３時　　：鶴間ガーデンセシア
　３時１０分：小山小学校前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝辺辺７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～正午、１時～３時　電話相談のみ
受け付け＝辺辺７２９・５０７０　◯問 町田市社会福祉協議会辺辺７２２・
４８９８）１８

金

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“中町・本町田線”“藤の台・木曽線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　南町田病院
 （鶴間１００８−１　辺辺７９９・６１６１）１９

土

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“玉川学園・本町田線”“小山・相原線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　渇内科系　町田病院
 （木曽東４−２１−４３　辺辺７８９・０５０２）
　渇外科系　おか脳神経外科
 （根岸町２７−１　辺辺７９８・７３３７）
　　　　　　南町田病院
 （鶴間１００８−１　辺辺７９９・６１６１）
★休日耳鼻咽喉科急患診療（午前９時～午後５時）
　はぎの耳鼻咽喉科
 （玉川学園７−１−６　辺辺７２８・８７３７）
★町田市歯科医師会休日歯科応急診療所＝健康福祉会
館内（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、
事前に電話で連絡を＝辺辺７２５・２２２５）

★当番医（午前９時～午後５時）
　渇町田南ホームクリニック◯内 
 （鶴間６８４−１　辺辺７８８・２５８１）
　渇こばやしクリニック◯内 
 （原町田６−３−３　辺辺７１０・３１８３）
　渇たまがわ医院◯内 ◯小 
 （玉川学園４−１６−４０　辺辺７２０・３８８８）
　渇山口小児クリニック◯小 
 （野津田町１３６４　辺辺７３６・１１２１）
　渇木曽診療所◯内 ◯小 
 （木曽東４−２１−３７　辺辺７９１・２０８８）

２０
日

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
　“図師・桜台線”“バスセンター・境川公社
住宅線”

○江戸川競艇開催（～２５日　◯問 東京都六市競
艇事業組合辺辺０３・３６５６・０６４１）
○京王閣競輪ナイター開催（～２２日　◯問 東京
都十一市競輪事業組合辺辺０４２・４８９・１３１１）

救急病院・救急当番医は
受診の前に必ずお電話を

救急当番医などのお問い合わせ

医師会テレホンサービス辺739・0660

http://www.machida.tokyo.med.or.jp
医　師　会　ホ　ー　ム　ペ　ー　ジ

毎日実施しています

辺710・0927

診療時間＝午後7時～10時（受付は午後9時30分まで）

※受診する場合は必ず電話でご連絡下さい
午後６時から電話をお受けしています

□健康課辺725・5471問

町田市医師会準夜急患こどもクリニック

二次救急医療（入院を必要とする救急医
療）に毎日24時間対応します。※受診す
る場合は必ず電話でご連絡下さい。
【内科系・外科系】
　　・町田市民病院　　　　緯722・2230
　　・多摩丘陵病院　　　　緯797・1511
　　・町田慶泉病院　　　　緯795・1668
　　・南町田病院　　　　　緯799・6161
【内科系のみ】
　　・町田病院　　　　　　緯789・0502
【外科系のみ】
　　・おか脳神経外科　　　緯798・7337
※電話番号をお間違えのないようご注意下さい。
　おかけになる前にもう一度ご確認を！

法律相談は電話予約制です

市民相談室辺724・2102

金曜日の午前8時30分から
次週分（先着40人）の予約を受け付けます。

辺 ・ ・

マナーを守って
ペットを飼いましょう

ごみのポイ捨ては

　　やめましょう

月･火･木･金･土曜日:午前9時30分～午後4時
水曜日：午後１時～８時（第三水曜日は除く）

電話による女性悩みごと相談
（家庭・人間関係・女性への暴力）

 男女平等推進センター（町田市民フォーラム内）

法律相談有り＝要予約辺７２１・４８４２


